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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）
SCP-BOO冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

置です。
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●大容墨のペルチェ素子使用

●ゲルプレートを直接冷却

●高性能パワーサプライ内蔵

●完全密閉で極めて安全

●巳枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

“細諏1三~
• SSCP 
• SOS PAGE 
• NATIVE PAGE 
• DNA PAGE 
• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティング（アダプター発売予定）

tl!:界最晶の品質をご試用Fさい
電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 

リセップ ゲル

..... —,,''ー ・

''"'""'● 
" " "'' 

" -- 一-・--

一--,_ 

¥18,500/10枚
発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモテルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

直和科盛株式会社
〒113如，.;,：郡文点区湯島4丁目6番12号湯島ハイタウンB棟IF 〒227神奈川りし横浜市舷区しらとり台 55-21 

TEL. (03)3815-404!(ft) FAX. (03)3815-4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒063札幌市西区八紆 10条求 3f H 1番 28サ 〒305-'x城県つくば市大字下横場 'i:塚原 227-93
TEL. (011)756-1821(灼 FAX.(Oil)756-1763 TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 
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浪センター研究棟の前景

浪センター

か研究棟右・種雄牛舎

= , "'• r 

追牛舎の内部（種雄牛＋待機牛）

暉 養（通路にロール乾草）

--

牛肉の輸入攻勢と産亀閏競争を乗lり切るために

岩手票畜産試
種山肉用牛改良

精子の運動能解折システムによる精液の活カ・精子
数などの測定（活力検査）

精子の運動能解折システムによる精液の活カ・精子
数などの測定（精子数，運動能等の解析）

胚操作室（クリーンルーム、クリーンベンチ）



＇ 地域の動き（本文40頁~41ーい」
全国ブランドヘr讃岐三畜」（香川県）
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東京での枝肉共励会風景 一般公募で決定したイメージキャラクター

英国より導入したパークシャ一種豚 高蛋白・高リジン飼料用裸麦「サンシュウ」



ー`、
•
し

I 
令ゞゞ・ゞゞ→ぶ＼ゞぶ＼ゞゞぶてぷゞゞぶ＼｀ゞ＼ゞ ゞゞ ゞゞ ゞ,;t,,.ぷ

叩
いつまでもあると思うな
右肩上かり

鴻巣健治
(KENJI 

KOHNOSU) 
牡）全国牛乳普及協会

会長

澄中の火」とし、う話をしたい。

費1-<粉（ひちょうぱう）は，後漢のひとてあった。ある 11, 楼 I-.から di場をながめて

いると，老翁が薬を必っていた。名翁のかたわらに，壺がおかれている。巾．がおわると，

名翁は，ひょいと壺のなかに人ってしまう。市の人びとはたれも気づかず，かれだけが

楼上からそれを兄てしまった。伐.Ll:!)}は老翁にたのみ， ~ 人して壺のなかにはいった。

なかは令殿 l~楼だった。こ‘‘馳上がふんだんにあった。おおいに飲み食いした。かれは，

老翁にたのみ，仙術を学ぶため，山にはいったが，身につかず，あきらめて山をおりた。

この間，わずか l・11だったが，里ては卜数年もたっていた。「；壺中のK」ということばは，

この故1けからおこった。作家1i]馬遼太郎の随惰にある。じぶんだけの理想郷という r't定

的な、な味と， きわめて狭小て丁・r1ii勝手の兄解という否定的な、な味をあわせ持っている。

ここて，語は現代にかわる。社会~ も家庭も，いままては，オilf~上がりが常識だった。

今flは昨Rよりも，牛1楕も4・：活も拡大する。このことをriii提として，すべてのことが進

行した。 n常，多少のイ洲満があっても，生産も牛活も拡大したのて，おのずとイ対満は解

消した。「壺中のX」の理想郷の時代だった。ところが，いまや，この常識がなりたたな

くなった。もはや，紺年，令方向に生産も牛活も拡大させていく， というわけにはいか

なくなった。時代は，右H 上がり社会から •VJ[!_社会にかわっているのだ。社会も家庭も，

鐸i拡大をあきらめるしかない。これからは，前向きに捨てるべきものは捨て，伸ばし

たいところを柏極的に1巾ばす。そんな部分拡大の）j向を時代はとる。生産者も消四者も，

こうした時代の潮流を敏感に感じて，じぶんて・11又捨選択する姿勢をとりはじめている。

しかし， ,:;jJ文経済成 l~時代の総識から脱却てきず，右Jriトがりてものを兄る兄方にと

らわれているひとを周[Jりにみかける。時代の潮流の変化を知ってか知らずか，否迫的な

舷味てのひとりよがりの「壺中の天」のひとてある。無理からぬところもある。 H本の

食文化は，ー）j年前からの縄文文化を基庇に， そのうえに......:.千年前からの弥生文化がの

り，いちばん I-.に明治以降の西欧文化がのるかたちになっている。）店底や中IUJMにある

食物は，ながい間に，大幅に滅ったもの，微滅，横ぱいといろいろだ。これにたいし，

蔽国の肉や牛乳は，過去て 1年間に52:!,-;:という大きい仲びをみせた。つい，いままて‘

のように伸びるとおもいがちだ。だが，生産者もrn費者も， じぶんて｀取捨選択する部分
拡大の）j向をとりつつある。 21!It紀にはいって，国際化が骨かずすめぱ，牛産者は，さ

らにその姿勢をつよめざるをえない。それとは知らずに，わたくしどもが右Jrl上がり息考

をつづければ，牛産者や消四者から無視されるか軽蔑されるか不信をかうかだけてある。

“技術 1996年 10 月~} 0 



，'匹II翫冒'
はじめに 口
わが国において，胚移植技術を農家に普及・

j
r
L
r
J
 

涅
此
か
＂

ダイレクト・ト
ランスファー法
によるウシ凍結
胚の移植試験

堂地 修 (OSAMUDOCHI) 
家畜改良センター，現中国農業試験場

山本裕介 (YUSUKEYAMAMOTO) 
北海道立新得畜産試験場

嵯峨久光 (HISAMITUSSAGA) 
秋田県畜産試験場

吉羽宣明 (NOBUAKIYOSHIBA) 
埼玉県畜産試験場

加納直人 (NAOTOKANOU) 
富山県畜産試験場

前田淳一 (JUNICHIMAEDA) 
福井県畜産試験場，現奥越嵩原牧場

宮田幸路 (KOHJIMIYATA) 
愛知県畜産総合センター

山内昭 (AKIRAYAMAUCHI) 
京都府碇高原総合牧場，現中丹家畜保健衛生所

富永敬一郎 (KEIICHIROTOMINAGA) 
兵庫県中央農業技術センター

小田頼政 (YORIMASAODA) 
岡山県総合畜産センター

中島達彦 (TATSUHIKO NAKAJIMA) 
熊本県農業研究センター畜産研究所

猪八重悟 (SATORU INOHAE) 
鹿児島県畜産試験場，現鹿児島県肉用牛改良研究所

定着させるためには，胚の広域流通を國らな jti. 
ければならない。新鮮胚を広域流通させる場 樹

合には，必然的に時間的制約を受けることと 砂

なり，凍結保存技術が必要不可欠になる。 i 郎

た， ウシにおける今日の育種改良は，胚移植 ，0/ 

技術を利用したプログラムが設計されており， 請

その中て‘胚の凍結保存技術は重要な役割を担 翅

っている。

ウシ胚の凍結保存に関する研究は， 1973 , :; 

年I)に凍結・融解した胚を受胚牛に移植して， その

初めて子牛の生産に成功したことに始まる。 れた

1980年代初期には， それまてステップワイズ て米

法て行っていたグリセリンの希釈除去を，ス ール

トローから胚を取り出すことなくシュークn チレ

ースを用いて希釈除去するいわゆる｀ワンス ス化

テップストロー法”が報告2)された。この報告 護）

により，耐凍剤の希釈除去から受胚牛への移 畜産

植まてのステップが画期的かつ飛躍的に簡易 駒

化された。国内においても，欧米諸国に大き 大規

く遅れを許すことなく，ワンステップストロ 闘

一法に閲する精力的な研究が行われた。しか 中て

しながら，グリセリンの希釈除去操作が畔l関す
化されたワンステップストロー法てはあっ↑： 魏

が，ストロー内への胚および溶液の吸引，慎 嵐

解後の希釈除去操作には熟練と専門的な甚礎 I参加
知識が要求されるため，操作上の人為的ミス りi恥

を招きやすく，野外ては当初期待していた従 蘭O)J

来法と同等の受胎率が容易には得られなかつ を行

た。そのような状況の中て， ワンステップス ーカや

トロー法よりさらに簡易て操作上の人為的ミ I 0)中1
スをてきるだけ軽減てきる方法の開発が要求 1腱

され始めた。その方法とは，凍結精液と同じ ： 0): 

ように融解後， 耐凍剤の希釈除去を行わず移 哨I
• 31 

植てき る方法てあった。ベルギーのMass1Pら b O)・ 

R 畜産技術 1996年10月与 __l__ 
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11, 1984年にグリセリンとシュークロースの

斡液を凍結媒液として用い，凍結・融解後，

付凍剤を希釈除去することなく受胚牛へ移植
I 
するいわゆる"ダイレクト・トランスファー

法＇を既に報告していた。一方，国内におけ

¢ダイレクト・トランスファー法に関する研

闘 Suzukiら4)が1990年にストロー内にフ°

nパンディオールとシュークロースを別々の

闘に吸引した方法を用いて，凍結・融解後，

紐牛に直接移植する方法を開発し高い受胎

乾報告した。また，堂地ら 5)は，翌年1.8M

l.チレングリコールを用いた方法を報告した。

切他，種々の凍結媒液を用いた報告がなさ

れた。一方， 1992年の国際胚移植学会におい

て米国のVoelkelら6)が1.5Mエチレングリコ

ールを用いた方法を報告し， これを契機にエ

チレングリコールがウシ胚の凍結およびガラ

ス化保存に盛んに利用されるようになった。

:0)ような研究および技術の進展を背景に，

硫局家畜生産課は高度に簡易化されたウシ

駒凍結保存技術の確立・普及を目的として，

大規模な移植実験を農家段階て行うため，受

駒移植等実用化確立事業（技術高度化）の

行「凍結・融解技術の簡易化・安定化」に

関する共同試験を開始した。本共同試験には，

蒻道，秋田，埼玉，福井，富山，愛知，京

椙，兵庫，岡山，熊本，鹿児島の11道府県が

参加して， 1991年から1993年の 3ヶ年にわた

り凍結．移植試験を行った。最終的な分娩成

蘭0)収集は1994年度まて行った。本共同試験

妍うにあたり， 11道府県と家畜改良センタ

ーが参加して事前の実験計画会議および数回

攣］検討会議を開催し，実験の進行状況，

随点に関する検討を行ってきた。本稿は，

：0)共同試験て得られた多くのテ‘‘ータは今後
殖内における胚移植技術の発展に寄与する

厨あると考え，そのデータを広く関係機

関および関係者に提供することを目的とした。

材料および方法

(1)供試胚

過剰排卵処理を施した黒毛和種，褐毛和種

およびホルスタイン種から得られた胚を本試

験に用いた。供胚牛より回収した胚は，実体

顕微鏡および倒立顕微鏡下て発育ステージ

（桑実胚，後期桑実胚，初期胚盤胞，胚盤胞，

拡張胚盤胞および脱出胚盤胞），形態学的品質

(excellent, good, fairおよびpoor)を判定

し，凍結には発育ステージが桑実胚～脱出胚

盤胞，形態学的品質がexcellent-poorのもの

を用いた。

(2)凍結方法

耐凍剤

本実験に用いたダイレクト・トランファー

法の耐凍剤には， 12%(1.6M)プロバンディ

オール (PD)4>および10%(1.8M)エチレン

グリコール (EG)1>を用い，対照区には10%グ

リセリン (GLY)を用いた。凍結媒液は，

20%子牛血清を添加した修正ダルベッコリン

酸緩衝液 (PBS) を基本液として， それぞれ

の耐凍剤を加えて調整した。

凍結，融解およぴ移植

供胚牛から回収した胚は， PBSて3回以上

洗浄したのち凍結に用いた。EGを用いた場合

は， PBSから凍結媒液に直接移し直ちにスト

ローに吸引した（図 1)。PDを用いた場合は，

<H>l''/Jールを用 い た場合のストロー構成
I. 5 I. 5 I. 5 I. 5 3. 0 3. 0 単位：cm 

鵬.(l . (! • りa り.'V↑ .II!'? し
胚 植氷

7 • 。が 9 テ・イ iールを用いた場合のストロー構成

2.0 3.0 2.0 3.0 2.0 

● () 
C b b PD b c 

一5c
 

a: 10%1 チレ ,,·')J —● b: 空気層 C: 0. 21it,-/D-ス PD: 7• an • ,r · H ー•

図1 ダイレクト・トランスファー法のストロー構成

畜産技術 1996年10月号 。
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図2 プロパンディオールを用いた場合のストロー

の温度管理方法

PBSから凍結媒液に直接移し直ちにストロ

ーに吸引（図 1) し，室温Fて'10分間保持し

た後， 10~15℃に温度をコントロールてきる

装置（図 2) を用いて， この装匹の中て冷却

を開始するまて保持した。耐凍剤への.,渭1衡時

間は，胚をPBSから凍結媒液に移してから冷

却を開始するまての時間とし，原則として

10-20分間行った。胚を含むストローは． 平

衡後， f・め一7℃ に設定した凍結路のチャンバ

ーに直接移した。ストローを一7℃ に移してか

ら2分後に強制植氷を行い，さらに同温度て｀

8分間保持した。一7℃から一30℃ まて毎分

0.3℃ または0.5℃て冷却し液体窒索中に投人

して凍結した。融解は，液体窒索からストロ

ーを取り出し，窄気中て5-10秒間1呆持した

後， 30℃の温水中に氷晶が消えるまて没漬し

て行った。移植は，融解後，直ちに -f-宮頚管

経由法により受胚牛に 1胚移植した。対照区

グリセリンを用いて常法により凍結・融

ステップワイズ法またはストロー内て｀

シュークロースを用いて希釈除去して， f宮

は，

解し，

頚管経由法により受胚牛に 1胚移植した。妊

娠診断は，原則として移植後53A~I 以降に直

腸検森法により行った。

(3)データの収集

県名，供胚牛の品種，胚回収fJ (発情[]0 

日），胚の発育ステージ，胚の形態学的品質，

耐凍剤の種類，冷却速度，平衡時間，受胚牛

の年齢，産歴，分娩後経過H数，発情観察状

況，融解から移植終 rまて｀に要した時間 (PD
およびEGのみ），妊否，流産および分娩時1,故

に関する胚こ・-とのデータをフロッビーディス

クに入力し全県から収集した。

結果および考察

~l に耐凍剤，冷却速度および供胚牛の品

種別の受llか手1をぶした。合計2,620頭の移杭を

行い1,110頭 (42.4%)の受胎を得た。この交

胎率は，畜殺局家畜牛産課が発表している平

成 3年-5年度の凍結胚の1直と差がなかった。

耐凍剤別の受胎).f,fは，グリセリンが46.3%

(346/749), エチレングリコールが42.9%

(490/1143)て両者に差はなかったが，プロ

パンディオールが37.6% (274/729)は低い受

胎率をぷした。プロパンディオールについて

は，

比べて受胎＞界が低かったことから， i東結条件

に関する詳細な検討がさらに必要てあると考

えられた。冷却速度別の受胎率は，エチレン

グリコールおよびフ°ロパンディオールともに

0.3℃ と0.5℃の間に染は認められなかった。

エチレングリコールを用いた場合， 0.3℃が

表 1 耐凍剤，冷却速度およぴ供胚牛の品種別受胎率

耐凍痢冷却速度 品種 移植頭数受胎頭数 受胎寧

PD 0.3 黒毛和種 448 179 40.0 

ホルスタイン11 93 25 26.9 

黒毛和種 112 35 31.3 

褐毛和種 76 35 46.1 
, ·············································•········•·····•······· 

0.5 ,J、It 729 274 37 .6 

0.3 黒毛和種 685 289 2ヽ.2

褐毛和種 100.0 

ホルスタイン暑 109 44 0ヽ.ヽ

黒毛和種 234 95 40.6 

褐毛和糧 114 61 53.5 
・・・・・・・・・・ ························• •·•········ 

jヽ、It 1143 490 42.9 

黒毛和種 654 303 46.3 

ホルス9イン璽 94 43 45.7 
··························•············ 
小It 748 346 6ヽ.3 . 

合計 2620 1110 ,2., 

PD: プロバンディオール EG: エチレングリコール

GLY: グリセリン

EG 

GLV 

グリセリンおよびエチレングリコールに

0.5 

0.5 

゜
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ft2道府県別受胎成績

四数一釦町員数

41 

76 

62 

68 

56 

72 

66 

JOO 

PD 0.3C/分

不受胎数 受胎率

GLY 

2

3

4

5

6

8
ー

16 

35 

31 

14 

16 

33 

31 

28 

25 

41 

31 

54 

40 

39 

35 

72 

39.0 

46.1 

50.0 

20.6 

28.6 

45.8 

47.0 

28.0 

表 6 道府県別受胎成績

道府県移植頭数受胎頭数 不受胎数

ー

2
3
4
5
9
1
0
1
1

203 

72 

128 

61 

73 

77 

52 

82 

96 

37 

75 

18 

30 

34 

22 

34 

107 

35 

53 

43 

43 

43 

30 

48 

合計 541 204 337 37.7 

受胎率

合計 748 346 402 

47.3 

51.4 

58.6 

29.5 

41. I 

44.2 

42.3 

41 .5 

46.3 

fl 道府県別受胎成績

府県移植頭数 受胎頭数

PD 0.5C/分

不受胎数 受胎率

45 

62 

81 

合計 188 

15 

19 

36 

70 

30 

43 

45 

II 8 

33.3 

30.6 

44.4 

37.2 

衷4道府県別受胎成績

道府県移植頭数 受胎頭数

EG 0.3℃／分

不受胎数 受胎率

0

ー
『
計

ー

合

|

2

3

4

5

6

8

9

 

33 

81 

112 

72 

54 

77 

74 

114 

57 

121 

12 

40 

59 

22 

21 

37 

33 

48 

15 

47 

21 

41 

53 

50 

33 

40 

41 

66 

42 

74 

36.4 

49.4 

52.7 

30.6 

38.9 

48. I 

44.6 

42.1 

26.3 

38.8 

795 334 461 42.0 

道府県別受胎成績

府県移植頭数受胎頭数

EG 0.5℃／分

不受胎数 受胎率

。

ー

5

7

9

29 

58 

119 

85 

57 

12 

27 

61 

30 

26 

17 

31 

58 

55 

31 

41.4 

46.6 

51 .3 

35.3 

45.6 

合計 348 156 192 44.8 

0.5℃ に比べて心jい受胎率が得られたとする

罷8)と異なる結呆てあった。

耐凍剤および県別の受胎率を表2~6にぷ

した。 PD-0.3℃区ては20.6%~50.0%,PD 

0.5℃区て‘は30.6%~44.4%,EG-0.3℃ 区て‘

は26.3%-52.7%,EG・0.5℃ 区ては35.3%-

51.3%, 対照区(GLY)ては29.5%-58.6%て‘

あった。いずれの区においても逍府県間に受

胎率の発がみられた。本実験て｀は，凍結処理

を斉ーにするため， れ前に技術研修会を行っ

それぞれの道府県の担'¾機関の特定

の術者によって統一した）j法て'i東結を行って

道府県間に凍結処理方法の違いは少な

かったと考えられる。従って，道府県間の受

胎率に明らかな差が牛じた理由は，受胚牛群

技術者の技術レベルの差

・していると考えられる。

た卜えて，

おり，

のコンディション，

が影

胚の発ffステージ，品質および耐凍剤別の

成紐をJi:.7 -11に示した。本実験ては，原則

としてexcellentおよびgoodのものを凍結に

用いることを前提としたため， fairおよび

poorにランク付けされた胚の移植頭数は少

なかった。excellentとgoodの間には受胎率の

差は認められなかった。発育ステージと受胎

率の関係ては，後期桑実胚および初期胚盤胞

が胚盤胞および拡張胚盤胞に比べて邸い値を

示した。胚が高品質てあれば発育ステージに

よる融解後の受胎率には差がないとする報

告9,10)があるが，今阿の試験はこれらの報告

と異なる結果を示した。後期桑実胚から拡張

胚盤胞まての発育過程において，

加に伴う胚の容積の増大，

形態学的な急激な変化がみられることから，

細胞数の増

胞胚腔の形成など

t_; 産技術 1996年10月サ ◎ 



表 7 胚の発育ステージと品質別の受胎率 PD 0.3℃ 

品質

発育ステージ

M CM EB BL EX. BL Total 

移植頭数 I 76 97 98 31 

EX 受胎頭数 I 34 36 39 9 I I 9 

受胎牢 100.0 44. 7 37. I 39.8 29.0 39.0 
と● ·······•········ ー・
移植頭数

Good 受胎頭数

受胎率...、
移植頭数

303 

Fair 受胎頭数

受胎率

97 

33 

... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
59 23 I 181 

23 7 I 64 

34.0 39.0 30.4 100.0 35.4 

9

8

 

2
 

·•··········· 

21 

II 

ー

2
 

--------------------
57 

27. 6 52. 4 28 . 6 

21 

36.8 

移植頭数 I 202 177 130 33 541 

Total 受胎頭数 I 75 70 48 I O 204 

受胎率 100.0 37.1 39.5 36.9 30.3 37.6 

M: 桑実胚 CM: 後期桑実胚 EB: 初期胚盤胞

BL: 胚盤胞 EX.BL: 拡張胚盤胞

表 8 Itの発育ステージと品質別の受胎率 PD D.5C/分

品質

発育ステージ

CM EB BL EX. BL Hed. BL Total 

28 5 139 

6 3 47 

21 .4 60.0 33.8 

移植頭数 20 

EX 受胎頭数 13 19 II 

受胎率 65.0 45.2 25.6 
・---●●  - ------

移植頭数 8 

42 43 

......... 
• ● ........  ・・・・・・・・・.......  

27 8 3 3 50 

Good 受胎頭数 6 12 3 23 

受胎率 75.0 44.4 12.5 33.3 100.0 46.0 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
移植頭数 1 

Fair 受胎頭数 I I 

受胎率 I 00. 0 100 .0 
................................................ ・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・ 
移植頭数 29 69 51 31 188 

Total 受胎頭数 14 31 12 7 70 

受胎率 48.3 44.9 23.5 22.6 37.2 

M: 桑実胚 CM: 後期桑実胚 EB: 初期胚盤胞

BL: 胚盤胞 E'.X.BL: 拡張胚盤胞 Hed.BL: 脱出胚

表9 胚の発育ステージと品質別の受胎率 EG 0.3℃ 

品質

発育ステージ

M CM EB BL EX.BL Total 

移植頭数 I 116 139 123 50 429 

EX 受胎頭数 0 56 69 49 13 187 

受胎率 0.0 48.3 49.6 39.8 26.0 43.6 
······················································-•··•·••··. 
移植頭数 2 139 97 62 8 308 

Good 受胎頭数 I 65 38 14 5 I 23 

受胎率 50.0 46.8 19.6 22.6 62.5 39.9 
・・・・・・-・----.... -----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
移植頭数 3 27 18 8 56 

fair 受胎頭数 2 12 6 4 24 

受胎牢 66.6 44.4 33.3 50.0 42.9 
··························•··.. --••··· ・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
移植頭数 1 2 

Poor 受胎頭数 0 0 0 

受胎率 0.0 0.0 
···································-··········--••··············~:? ... 
移植頭数 7 283 254 193 58 795 

1Total 受胎頭数 3 133 113 67 18 334 

受胎率 42.9 47.0 44.5 48.2 31 .0 42.0 

M: 桑実胚 CM: 後期桑実胚 EB: 初期胚盤胞

BL: 胚盤胞 EX.BL: 拡張胚盤胞

表10 胚の発育ステージと品質別の受胎率 EGD.S'c 

品質

発育ステージ

M CM EB BL EX.BL Total 

移植頭数 4 40 35 38 24~ 

EX 受胎頭数 I 23 13 12 fl 60 

受胎率 25.0 57.5 37.1 31.6 45.8 42.6 
--·----········ -···-···----·-·········•-- ．．．．．ー·•·······-

移植頭数 I 68 91 30 2 192 

Good 受胎頭数 I 31 44 12 O 88 

受胎率 100.0 45.6 48.4 40.0 0.0 45.8 
................ ・・・・-・・・・・・・ ．．．．．．．．． 
移植頭薮 6 4 3 I 

Fair 受胎頭数 4 3 I O 8 

受胎率 66. 7 75.0 33.3 0.0 57.1 
.. .. ... ー・--- ............... . 
移植頭数 1 

Poor 受胎頭数 0 

受胎率 0.0 
、・・・・・・・・・・・・---・・・

移植頭数 5 114 131 71 

Total 受胎頭数 2 58 60 25 

受胎率 40. 0 50. 9 45.8 35-2 40. 7 

M: 桑実胚 CM: 後期桑実胚 EB: 初期胚盤胞

BL: 胚盤胞 EX.BL: 拡張胚盤胞

表11 胚の発育ステージと品質別の受胎率 GLY

発育ステージ

品質 M CM EB BL EX. BL Hed.Bl Total 

移植頭数 2 72 I 00 134 75 3 386 

EX 受胎頭数 0 36 55 52 28 2 113 

受胎率 0.0 50.0 55,0 38.8 37.3 66.7 4ヽ.8
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・ 
移植頭数 75 87 69 18 249 

Good 受胎頭数 39 39 33 8 119 

受胎率 52.0 44.8 47 .8 44.4 47.0 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
移植頭数 4 49 38 13 2 106 

Fair 受胎頭数 2 24 20 6 I 53 

受胎牢 50.0 49.0 52.6 46.2 100.0 50.S 
------································------·--··-·············•··••·· 
移植頭数 4 3 7 

Poor 受胎頭敬 I 0 

受胎率 25.0 0.0 14.3 
·-······················---······---····-···--·····-··•····-·•······· 
移植頭数 6 200 228 216 95 3 748 

Total 受胎頭数 2 I 00 I 14 91 37 2 343 

受胎率 33.3 50.0 50.0 42.1 38.9 66.7 給.3

M: 桑実胚 CM: 後期桑実胚 EB: 初期胚盤胞

BL: 胚盤胞 EX.BL: 拡張胚盤胞

表12 平衡時間別受胎率

平衡時間（分）

ii凍闊冷縛遠! 0-10 11-20 21~ 
~. 

闘雌魏率m景覆難顆受胎宰引ほ＇＂灘曼麟
PO 0.3 162 57 35.2 345 137 39.7 34 10 29. ヽ ＇
0.5 67 27 40.J 103 38 36.9 17 5 29_4 ........... 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ー・ー・・······•·-········
EG 0.3 208 83 39.9 546 234 42.9 40 17'2.S 

0.5 107 SO 46. 7 218 93 42.7 23 13 56.5 

GLY 149 62 41.6 203 108 53.2 255 118 .S.l 
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；れぞれの発育ステージごとの蔽適な凍結条

は異なると f想される。従って，今後，各

Aテージごとの抽適な凍結条件について検討

jする必要がある。

肛剤への平衡時間と受胎率との開には-

をの傾向は認められなかった（表12)。PGと

EGを用いた1本外受粘廿1米胚の実験て，平衡時

(10-120分）は凍結・融解後の牛イ千率に影

9しないとする報告11)があり，ー走の温度哀

均（室温）下て平衡を行った場合，平衡時間

偵結・融解後の牛イ千率に及ばす影牌は少な

，、と考えられる。

ダイレクト・トランスファー法ては，融解

!13融解から移植に要した時間と受胎率

融解から移植終了までの時間（分）

0-5 6-10 11 15 

訊甜ぽ給韮受胎率配顧覆引頷覆受胎率劉直覆引縁i負受胎平

0.3 338 123 36.4 155 67 43.2 46 13 28.3 

0.5 144 56 38.9 31 II 35.5 13 3 23.1 
• . -・------・ー・ー・-・・・・--・-・・・--・・・・・・ . ーー・ --
0.3 498 220 44. 2 239 97 40.6 54 16 29.6 

0.5 248 127 51.2 82 25 30 .5 18 4 22.2 

合ti1228 526 42.8 507 200 39.4 131 36 27.5 

114-1 受胚牛の品種別受胎率

受胚牛の品種

ホルスタイン種 交嘘糧 黒毛和種

直 R受胎宰HDl!諜覆受胎

II 35.5 8 4 50.0 

I I 00.0 2 0 0.0 
7 ● ● ● ● 0・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

0.3 651 276 42.4 84 31 36.9 40 18 45.0 

32 12 37.5 
.................. .......... .... 
607 272 44,8 64 37 57.8 56 26 46.4 

2197 918 41.8 224 103 46.0 138 60 43.5 

から移t直を終了するまての時間が屯要てあり，

融解後てきるだけ短時間 (5-10分以内）の

内に移植を終える必要があると占・われている。

その理由として，融解後，胚を凍結媒液中に

放四することは，硲塩類i農度下に長時間曝ら

すことになり，胚の生存性が損なわれる危険

性があるためてある。本試験ては，融解から

移植が終 rするまての時間と受胎率の間には，
11分以トズて低下する傾向がみられ， 5分以内

と6-10分の間には差はみられなかった（表

13)。また，移植技術者の技術レベルが受胎率

に彩押することはよく知られており 12), 特に

移植に要する時間（移植器を腟内に挿入して

から移植を終rするまての時間） と技術レベ
ルおよび受胎率は深い関係にある。融解後の

時間が11分以t経過した区て受胎率が低下し

た理由は，融解後の時間経過にともない胚の

生存性が低下したことと，移植の際にスムー

ズに適切な移植が行えず時間が経過し結果的

に受胎率に影饗を及ぼした， この 2つが考え

られる。今後，融解後の経過時間と牛存率の

関係を明らかにし，牛イt率が低下し始める時

間と条件（温度）を明らかにする必要がある。

本試験て‘，供用された受胚牛の品種はホル

スタイン種が故も多く，次いて交雑種，黒毛

和種の順て｀，少頭数てはあるがH本短角種，

褐毛和種，ジャージ一種およびアンガス種も

供用された。受胚牛の品種間に受胎率の差は

認められなかった（表14)。受胚牛の年齢が受

表14-2 受胚牛の品種別受胎率

受胚牛の品

耐凍精冷紙訊 日本短角種 褐毛和種 ジャージ一種 アンガス種

引紐覆頸頃R受胎平引経頃曼胎頑覆受胎率樹穎徴引碍i覆受胎率樹lilt曼糾謙受胎率

PD 0.3 I O 0.0 

0.5 

I 100.0 4 I 25.0 

3 42.9 
, ..............................................................................、......... 
EG 0.3・5 8 53.3 4 I 25.0 I O 0.0 

0.5 7 4 57.1 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・
"GLY 10 5 50.0 3 2 66.7 8 4 50.0 

合計 26 13 50.0 18 10 55.6 16 6 37.5 I O 0.0 

畜産技術 1996年10月S.:・ 8 



胎；半に及ばす影界は明らかてなかった（表15)

が，産歴は受胎；rに対して彩押していること
がぷされ，木経産牛が経産牛に比べて，:':iい受

胎ヰ｛を示した（表16)。一般的に，未経廂＇卜が

経産牛より受）[f牛に適していると言われるが，

その理由は，木経産牛は臼句頚管が極端に狭

搾したものを除けば，移植採作が容易てある

こと，経産牛に比べて分娩に関わる繁殖卯・,じ

表15 受胚牛の年齢と受胎率

受胚'tの年飴

耐i東存I;雑1速疫 ,::;J 2 3 4 5 6:. 

移植唄数 286 93 67 55 14 23 

0.3 受胎唄数 122 34 15 21 5 7 

PD 
受胎：fl 42. 7 36. 6 22 4 38. 2 35 7 30. 4 
. . .. ..................... .......... . ...... . 
移植頭改 92 21 24 15 18 17 

0.5 受胎頭数 39 7 7 6 6 5 

受胎中! 42.4 33.3 29.2 40.0 33.3 29.4 

移植頭数 423 109 88 70 38 63 

〇.3 受胎頭数 188 44 30 30 20 21 

EG 
受胎f. 44.4 40.4 34.1 42.9 52.6 33 3 
.. ---............................ -.. . 
移植珀数 160 41 23 28 46 45 

0.5 受胎頭数 76 21 9 10 26 14 

受！坪 47.551.2 39.1 35.7 56.5 _31.1 

移植頭数 403 115 71 51 34 70 

GLY 受胎頭数 212 48 28 19 12 27 

受胎串 52.6 41.7 39.4 37.3 35.3 38.6 

表16 受胚牛の産歴と受胎率

受胚牛の産歴

i埠剤冷却速度 未経産 1 2 3~ 
•— ・し・

移植頭数 308 100 67 62 

0.3 受胎頭数 132 30 18 23 

受胎率 42.9 30.0 26.9 37.1 
PD・・ ................... ···••· 

移梢頭数 105 29 31 20 

0.5 受胎頭数 44 8 12 6 

受胎率 41. 9 27. 6 38. 7 30. 0 
- - ---- -----

移植頭数 453 122 99 122 

0.3 受胎頭数 199 47 36 52 

EG 
受胎1"! 43.9 38.5 36.4 42.6 

● ● ·••·--·----···--•--·••··-·-····• ..  ・ 

移植頭数 183 38 54 64 
0.5 受胎頭数 89 17 25 23 

受胎率 48.6 44.7 46.3 35.9 
- -

移植頭数 393 124 76 103 

GLY 受胎頭数 204 55 22 41 

受胎率 51.9 44.4 28.9 39.8 
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がなし、ことなどが栄げられる 13)。

今1111, 分娩後経過 [I数に関するテ‘‘ータの収

集率が低く，受胎：中iとの関係を検討すること

は困難てあったが，得られたデータ内ては-・

定の傾向は兄られなかった（表17)。受恥I項）

発梢後11数と受胎斗、｛の1剥係ては，はとんどの

場合が発梢後 7fl I Iに移植が行われており，

6 II tJ. 8 11 I Jても受胎率の大きな変動：よ認

表17 受胚牛の分娩後日数と受胎率

分娩後 II 数 (~l) 範肘

耐；東fill面却速序 31 60 61 90 91-!20 121-l祉15J<;
- .・ 

PD 

EG 

GLY 

移植叫l数 21 82 46 20 46 

0.3 受邸l数 4 29 16 6 14 36恥

受胎'ti 19.0 35 4 34.8 30.0 30.4 

移植頭数 9 37 12 5 

0.5 受枯頭数 4 14 5 0 0 43・2;9 

受胎卑 44.4 37.8 41.7 0.0 0 0 -~ --- ------ -
移植頭tt 36 116 62 40 64 
0.3 受胎頚数 12 48 26 15 28 34・5i5 

受胎率 33.3 41.4 41.9 37.5 _ 43.8 

移Iii頭数 26 61 29 13 11 
0.5 受胎頭数 10 28 12 6 I 36-283 

受胎半 38.5 45.9 41.4 46.2 9.l 

移植頭数 37 93 67 39 66 
受胎頭数 13 40 2, 15 34 31-459 

受胎'f 35.1 43.0 40.3 38.5 51.5 

表18 受胚牛の発情後日数と受胎率

発情後f1数(H)

れヽ東剤冷却速度 5 6 __ !_ 8 _ 9 
移植頭数 1 27 461 50 2 

0.3 受胎頭数 0 10 174 19 I 

受胎Y¥. 0.0 37.0 37.7 38.0 50.0 
PD・・・・・・・・-・・・・・・ ……-・・・・・・・ ー........--
移植頭数 2 165 20 

0.5 受胎頭数 1 61 8 

受胎率 50.0 37.0 40.0 -~-
移植頭数 1 33 692 66 

0.3 受胎頭数 0 13 295 25 

受肘津 0.0 39.4 42.6 37.9 
EG・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 
移植頭数 1 12 320 15 

0.5 受胎頭数 1 6 148 I 

受胎* 100.0 50.0 46.3 6.7 

移植頭数 I 60 590 91 

GLY 受胎頭数 1 30 278 34 

受胎率 100.0 50.0 47.1 37.4 

-



砂れなかった（表18)。受胚牛の発t,りを，ス
1ンディング1戌）を確認して判断しているか，

紗いはスタンディング行動は確認てきなか

Iりだが，その他の発梢徴候て判断しているか

：よって，受胎和こ培があるかどうか調べた

¢果，差は認められなかった（表19) 。人 I~授

眉においては，

午がボさなかった'I・より，

渾(!'14,16)されており，

スタンディング行動をぷした

受胎率が，~:j しヽこと

スタンディング行動

涌点をおき発柏の観察を行うことが屯要て‘

りる わが［日におけるgざ求ての4の飼袋形態

!, 北海逍守の

一般的て・,

•部の地域を除けば舎飼いが

スタンディング行動の確認、が困難

；場{}が多い。このような中て，

ング行動以外の発情徴候および直腸検査によ

って発情鑑定が行われており，

ク発tNを確認、した場合と同方の粘1文て発情観

闘行われていたものと与えられる。

受胚牛の苅体の形態学的品質と受胎；半の関

出ては， fairおよびpoorて低ドする傾向がみ

うれた（表20)。直腸検令による貨1本の形態学

饂1tと受胎,4rまたはそのフロジェステロン

値には関係がないとする報告 16)がある。

}j, 貨体の形状が受胎,-t-;と関係があるとする

報告17)やフロジェステロン値と受胎率にお

いても関係がないとする報告18)がある。貨体

の品質判定は，

より行われているが，

ほとんどの場合が直腸検介に

貨体機能や受胎性を推

定するのは困難てある。発情尉期が確実に捉

直腸検杏て‘明らかに判走て‘えられていれば，

きる貨体をイiする受胚牛に移植を行うことが，

適切な受胚牛の選抜）j法てあると与えられる。

胚移植における妊伽期間は，

より胚の品種に影郭を受けるこ

告19)されている。本試験て‘は，

スタンディ

スタンディン

!19 受胚牛の発情状況と受胎率

発愉状況

ST確認即；東剤冷却速度

0.3 

PD 

0.5 

0.3 

EG 

0.5 

GLY 

移植叫数

受胎頭数

受胎；{-{ 
.. 
移植叫数

受胎頭数

受胎：梓

移植Jill数
受胎頭数

受胎：手；

移植Ji!i数
受胎頭数

受胎串

移植頭数

受胎頭数

受胎率

226 

88 

38.9 

117 

46 

39.3 

ST木確認．． 
314 

117 

37.3 

表20 受胚牛の黄体のランクと受胎率

黄体ランク

fヽi東flll冷却速庖

移植頭数

受胎頭数

受胎＇梓
移植頭数

受胎頭数

受胎〉や

移梢頭数

受胎頭数

受胎,41

移植頭数

受胎頭数

受胎9今！

移植頭数

受胎頭数

受胎'¥-

PD 

EG 

GLY 

0.3 

0.5 

0.3 

0.5 

Excellent Good Fair Poor 

194 51 18 

82 12 5 

42.3 23.5 27.8 

70 54 16 

30 19 6 
42.9 35.2 37.5 

178 

77 

43.3 

48 

15 

31.3 

265 

124 

46.8 

86 

40 

46.5 

受胚牛の品種

とが報

胚の品種およ

205 

99 

48.3 

287 

124 

43.2 

136 

60 

44.1 

238 

115 

30.0 

102 

35 

34.3 

llO 

53 

48.2 

363 

143 

39.4 

213 

98 

46.0 

123 

43 

35.0 

20 

4 

20.0 

16 

3 

18.8 

90 

48 

53.3 

褐t和種

範囲

252-295 

260-299 

260 293 

262-299 ... 
267-286 

373 

176 

47.2 

70 

23 

32.9 

426 

188 

44 .1 

135 

58 

43.0 

324 

144 

44.4 

Tヽ:スタンディング

表21 胚の品種と妊娠日数

供lf{-4 、寸；紐！冷却辿度頭数姐l-ill数

！！．＼毛和種 PD 0.3 124 278. 7 

EG 0.3 167 278.1 

EG 0.5 27 279.4 

GLY 137 279.4 
....... 

PD O. 5 23 277. 0 

EG 0.3 1 279.0 

EG O. 5 46 270. 7 253-289 
-・ -・--------------.... ー・---・・-・ -・・ ---・----・---・ 

ホルスクイン種 PD 0.3 21 272.9 263 282 

EG 0.3 40 271.3 255-281 

GL Y 29 272. 5 261-279 
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表22 流産，早産，死産の発生状況

耐i東剤冷却速度 品種 移植頭数受胎頭数受胎率流産頭数流産率早産頭数早産半死産頭数死rl~

PD 0.3 黒毛和種 448 179 40.0 11 6.1 
ホルスタイオ璽 93 25 26.9 2 8.0 

0.5 烹毛和種 112 35 31.3 0.0 
褐毛和種 76 35 46.1 8 22.9 4 14.8 2 8. 7 

EG 0.3 黒毛和種 685 289 42.2 19 6.6 4 1.5 
毛和種 1 1 100.0 0.0 
ホルスタイ冴重 109 44 40.4 4 9.1 1 2.5 

0.5 黒毛和種 234 95 40.6 3 3.2 
褐毛和種 114 61 53.5 15 24.6 1 2.2 4 8.9 

GLY 黒毛和種 654 303 46.3 15 4.9 3 1.0 
ホルスタイ才重 94 43 45.7 2 4.7 1 2.4 2 5.0 

流産率：流産頭数／受胎頭数 早産率：早産頭数／（受胎頭数一流産頭数）

死産率：死産頭数／（受胎頭数一流産頭数一早産頭数）

び凍結方法が，妊娠期間に及ばす影響は認め

らず，いずれの耐凍剤においても正常な範囲

の妊娠期間（表21) を示していることから，

受胚牛の品種および耐凍剤が妊娠期間に及ぱ

す影響は小さいと考えられる。各試験区にお

ける，流産，早産および死産の発生状況は，

一部の品種において高い流産率 (22.9%およ

び24.6%) がみられたが， その他の品種およ

び試験区においては一般的な値を示した（表

22)。また，今回の実験て生まれた子牛に先天

的異常と思われる所見や奇形は一例も見られ

なかった。

本実験の結果は，ダイレクト ・トランスフ

ァー法の受胎率，流産率および生まれた子牛

の正常性ともに従来法と差がなく， その方法

としての安全性が確認されたことを示してお

り，簡易な凍結方法としてのその実用性が高

いことが確認された。しかし，わが国の胚移

植技術における最も重要な課題は受胎率の向

上てあり，特に，凍結胚の受胎率は向上させ

なければならない。今後も，より生存性の高

い凍結条件の検討と受胚牛の飼養管理，技術

者の技術レベル向上のための指導が重要てあ

る。また，国内において，種々の胚移植実験

を行う場合，諸外国に比べ十分な実験頭数を

＠ 畜産技術 1996年10月号

確保するのが困難てあるが，本実験のような

共同試験を野外て行うことて大規模な野外試

験が可能てある。得られた豊富なデータは貴

重てあり，胚移植技術の発展に貢献をするも

のと考えられることから，今後もこのような

共同試験は重要てあり必要てある。今圃，実

験を行う上て‘，実験条件を統一てきなかった

部分があるが， いかにして実験条件を一定し

て設定てきるかが，今後の課題てある。
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はじめに

胚移植技術を活用したきょうだい検定およ

び胚のり~,祈二分離による一卵性メ~(-を用いた

クローン検定は，短期間にしかも硲い精度て

優良な種雄牛•および秤雌牛を造成することが

てき， これら新しい手法は肉用牛の存種改良

を効率的に推進することがてきると期特され

ている 1,2, 3, 4)。

今lril,惰者らは一卵性双 fの安定的生産を

H的に， 平成 5-6年の 2年間にり）断二分薩

した胚を受胚牛に移植し，胚の発fiステージ，

品質および移植方法が受胎成紐，流産，杖f

生産および分娩時の＇厨故発生に及ばす影胃：

ついて検討した。

材料及び方法

実験に供した胚は黒毛和種経産牛にFSH

（アントリン： 20~28AU)とPGF2aまたは

PGF2aアナログ（プロナルゴンFまたはシン

クロセプト ：25mgまたは1.5mg)を用いて過剰

排卵処理を施し，人工授精後1nnに何収し

た胚のうち，形態学的品質がGoodおよびFair

ランクの新鮮胚てあった。胚の切断二分離〇

方法はm PBS+20%CS溶液中てホールデ

ィングヒ°ペットに胚を吸引保定し金）瓜製マイ

クロプレード（フェザー，バイオカット15')

を接続したマイクロマニヒ°ュレータを用い，，

垂直に均呼になるよう切断―一分離した。切雁

二分離した胚はm-PBS+20%CSをMいて

て38.5℃, 5 %CO2, 95%窄気および温度飽

和の条件 Fて2~ 3時間培養後，移植に供し

た。切断二分離後の胚の品質判定は―9分雛胚

の細胞容積比率が50士10%以内て，かつ

2-3時間培養後の形態学的品質によりAお

よびBランクに区分した。移植は烈毛利種お

よび交雑種（黒毛和種Xホルスタイン種およ



渇毛利種Xホルスタイン種）を受胚牛（性

月は発情Hを0Hとして 6~81JU) とし

/移植経験年数が0~ 1年 3名， 5年以上

I; 名の4名て｀行った。移植方法は切断て分離

屯1個あるいは切断―．分離胚 1糾を非外科的

紐佃ljfや（角に移植した。妊娠診断は移植

炉 60Fl flに胎fl葵触診により， またメ又 f判

ぶ分娩結果によりそれぞれ行った。

眉果

I I. 切断二分離成績

;，l暉二分離1成絨を表 1に示した。切断二分
r. '11>成功率は平成 5年度に比べ6年度て杵T

且，全体ては93.0% (132/142)の成功率

くりった。

詣二分離に供した胚の発育ステージは桑

前から拡張胚盤胞てあったが， このうち後

1 月桑実胚と初期胚盤胞が全体の90.1%(128/ 

l • 112)を占めた。切断二分離の成功率は

I 14%~100%て各発育ステージ間に培は認

~l I白られなかった （表 2)。

顎二分離前の胚のランクの割合はGood

rr 1ンク胚73.2%(104胚）， Fairランク胚

i) U% (38胚）てあった。切断二分離の成功

r" 屯:!GoodおよびFairランク胚てそれぞれ

~.3% (97 /104), 92 .1 % (35/38)て品質に

ふ差は認められなかった。

1. 移植成績

析 昨成紐を表3に示した。移植方法別の受

て と弔は分離胚 1個の移植て'37.5%, 分離胚 1

息 固〇移植ては46.7%てあった。平成 6年度て‘

し 匁植方法の間に培が認められたものの，平成

伍 i-6年度の全体て｀は有意な差は認められな

う t・ った。

I, Itの発育ステージ別の受胎率は移植頭数が

じ 境的多かった後期桑実胚と初期胚盤胞との

ょ 境ては，分離l[f1個の移植てはそれぞれ

46. 9% (15/32) と30.8%(8 /26), 分離胚 l

組の移植てはそれぞれ52.9% (27 /51) と

38. 2% (13/34)てあった。

切断二分離,foの胚の品質と受胎't玖）関係は

分離胚 1個の移植てはGoodランク胚が

35.4% (17/48), Fairランク胚て43.8%(7/

16), また，分離胚 1糾の移植てはGood,Fair 

ランク胚はそれぞれ49.3% (33/67) と

40. 0% (10/25)て移梢方法による苓はみられ

表 1 年度別切断二分離成績

年度 供試胚数 成功胚数成功率（％）

5 74 67 90.5 

6 68 65 95.6 

計 142 I 32 93. 0 (平均）

※切断二分離成功の判定は二分離胚の細胞容積比率

が50士10%以内で， 2~3時間培養後の胚ランク

が形態学的にB'以上とした。

表 2 胚の発育ステージ別切断二分離成績

胚ステージ 供試胚数 成功胚数 成功率（％）

M 6 5 83.3 

CM 78 73 93.6 

EB 50 48 96.0 

BL 7 5 71 .4 

EXB I I 100.0 

計 142 132 93.0(平均）

※M: 桑実胚， CM:後期桑実胚， EB:早期胚盤胞，

BL: 胚盤胞， EXB:拡張胚盤胞

表 3 年度別およぴ移植方法別受胎率

分離胚 1個 分離胚 1組

年度
移植 受胎受胎率移植 受胎受胎率

頭数頭数 （％）頭数頭数 （％） 

5
 
36 17 47.2 43 18 41.9 

s 2s 1 2s.o• 49 2s s1 .ob 
計 64 24 37. S 92 43 46. 7c 

※異符号間に有意差あり a-b : P < 0. 05 c : (平均）

表4 切断二分離前の胚のランク別受胎率

分離胚 1偏 分離胚 1組

胚ラン
闘雌鵡率訊受胎曼胎率

頸敷頸敷 （％）頭数頭数 (%) 

Good 48 17 35.4 67 33 49.3 

F● ir 16 7 3ヽ.7 25 10 40.0 
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なかった（表 4)。しかし，切断二分離後の胚

のランク別の受胎率は分離胚 1個の移植て‘

A, Bランク胚はそれぞれ42.9% (18/ 42) と

27. 3% (6 /22)て，また，分離胚 1組の移植

ては 1組の分離胚がAA-AB'ランクて51.6

% (32/62), BB-B'B'ランクて36.7% (11/ 

30)と品質が艮好なA及びAA-A'B'のランク

において受胎率は良い傾向にあった（表 5)。

移植者による受胎率の比較ては移植経験年

数の長い者と短い者て｀，分離胚 1個の移植て‘

それぞれ43.6% (24/55), 0 % (0 / 9) と分

離胚 1組の移植てそれぞれ53.8% (35/65), 

29. 6% (8 /27)といずれの移植方法において

も移植経験の長い者が有慈に高い成績てあっ

た（表 6)。

また，受胚牛の黒毛和種および交雑種との

品種間の受胎率に差は認められなかった。

3. 流産発生率

流産の発生率を表7に示した。流産は分離

胚 1個の移植て8.3%(2 /24), 分離胚 l組の

移植て4.7% (2 /43)発生した。分離胚 1個

の2頭はいずれもペアて｀受胎した片方が流産

したものて， また分離胚 l組の 2頭のうち 1

頭は双子て，残り 1頭の胎児は確認てきず，単

子，双-f・O)別は不明てあった。

4. 双子生産率

双子の生産率を表8に示した。分娩時の双

子は分離胚 1個の移植て18.2% (4 /22), 分

離胚 1組の移植て34.1%(14/41)の双 f生産

率てあった。

切断二分離に供した胚の発育ステージ別の

双子生産率について，受胎頭数の多かった分離

胚 1組の移植において後期桑実胚と初期胚盤

胞の比較を行ったところ， 33,3%(9 /27) と

38.5% (5 /13)て・,各発育ステージ間に差は認

められなかった。

切断二分離前のGoodおよびFairランク胚

R 畜産技術 1996年10月号

表 5 切断二分離後の胚のランク別受胎率

分離胚 1個 分離胚 I粗

胚ラ/.ク
移植 受胎受胎率移植 受胎受胎幸

頭数 頭数 （％）頭数頭数（％）

A 42 I 8 42 . 9 62 32 SI . 6 

B 22 6 27. 3 30 11 36. 7 

※①切断二分離後の胚のランク（分離胚 I組）

(A=AA, AA', AB, AB', A'A', A'B, A'B' 

B = BB, BB', B'B') 

表 6 移植者別受胎率

分離胚 1個 分離胚 l組

移植者
移植 受胎受胎率移植 受胎受胎ま

頭数 頭数 （％）頭数頭数（％）

A 55 24 43. 6" 65 35 53.8' 

B 9 0 O.Qb 27 8 29.6~ 

※①移植経験年数A:5年以上， B:0 ~ I年
②異符号間に有意差あり a-b: P<0.01 

c-d: P<0.05 

表 7 流産発生率

流産頭数

移植方法
受胎 流産率

頭数 60~135日 136~270日 （％） 

分難胚 1個 24 (I) I (1)1 8.3 

分離胚 l組 43 (I) I 4. 7 

計 67 (1)2 (2)2 6.0(平均）

※（ ）はペアまたは双子頭数で内数。

表 8 双子生産率

移植方法 分娩 双子分娩 双子生産幸

頭数 組数 （％） 

分離胚 1個 22 4 18.2 

分離胚 l組 41 14 34.1 

計 63 18 28.6(平均）

※①分離胚 1個の双子分娩組数は双子産子数を示

す。

②双子生産率＝（双子分娩組数／分娩頭数） X 100 

の双＋生産率は分離胚 1個の移植ては

30.8% (4 /13)および 0%(0/7), 分雛胚

1組の移植ては39.4%(13/33)および

20.0% (2 /10)て｀，いずれの移植方法におい

てもGoodランク胚が高い傾向にあったもの



-、

雑意な差は認められなかった。

受胚牛の品種による双 f生産率への影秤は，

囁胚1個の移植ては黒毛和種が22.2% (4 / 

; 18)で交雑種ては受胎頭数が4頭と少なく

好生産はなかった。分離胚 1組の移植ては

農毛柑種28.0%(7/25),交雑種43.8%(7 I 

16)てあった。

I. 分娩成績
野分娩牛の分娩成績を表9にぷした。分

郎1個の移植による分娩時の事故発生はな

（，分離胚 1糾の移植ては14頭が分娩して28

翻子牛が生産され， この内 6頭が分娩事故

く死亡した。これらはいずれも死産て‘， その

訳は双 fの両方が死産のもの 1糾と片方が

醒のもの 4頚てあった。

考察

切断二分離の成功率は平成 5年度(90.5%) 

,: 比べ，平成 6年度 (95.6%) において高く

~ り，術者のマニヒ°ュレーションの技術習熟

横えた。今回，胚の切断二分離方法は，ホ

ールデイングビペットを用いて胚を保定しな

:：ら行ったが，ホールディングヒ°ペットの作

，セッティング及び胚の保定などの準備お

! rJ操作が煩雑てあることから，短時間かつ

i容易（こ，しかも的確に切断二分離がてきる方
ばに改善する必要がある。近年，堂地5)らは血

示 ＇』などのタンパク質を含まない保存液にシュ

00 
ークロースを加えた溶液を用いることにより，

l9 双子分娩牛の分娩成績
I 

生産子牛

は 双子 子牛

屈
I 翡方法 分娩 正常 死産 死亡率

頭数 （頭） （頭） (%) 

び -蹟~I 個 4 4 

゜
0.0 

し‘
蹟itI組 14 22 6 21.4 
計 18 26 6 18.8(平均）

の
If牛死亡率＝（事故頭数／産子総数） X 100 

胚をホールディングヒ°ペットて1呆定すること

なく容易に胚を切断二分離てきると報告して

おり，今後はこれらの方法について試みたい

と考えている。

橋谷田ら 6)の行った切断二分離胚の移植て｀

は，分離胚 1個および分離胚 1組の受胎率が

25.0% (2/8) および51.7% (15/29) の成

績てあった。今回の実験ては分離胚 l組の移

植による受胎率は46.7%と彼らの成紐と圃様

の結果てあったが，分離胚 1個の移植ては

37.5%と彼らに比べ高い結果となった。分離

胚 1個を 1頭の受胚牛に移植する方法と 2個

を移植する方法の受胎成績の比較を今後さら

に検討する必要がある。

胚の発育ステージによる移植成紐について

清家7)は桑実胚，早期胚盤胞および胚盤胞に

おいて分離胚の受胎率，双子率ともにこれら

の発育ステージの間に差がないことを報告し

ている。今回の実験に用いた胚の発育ステー

ジは後期桑実胚と初期胚盤胞が大部分を占め

たことから，今[111供試した胚よりも発育の進

んていない若いステージ（桑実胚）および発

育がさらに進んだステージ（胚盤胞，拡張胚

盤胞）による実験も必要と思われた。

形態学的観察により判定された胚の品質と

受胎成絨の関係ては，切断前の胚がGoodと

Fairにランク付けされた胚の間に有意な差は

みられなかった。しかし，切断二分離後の各

胚の品質ては，分離胚 1個および 1組を移植

した方法てAおよびAA~A'B'ランクペア胚

の受胎率が良好な受胎率を得られたことから，

移植する胚は切断二分離前の品質により選定

するよりも切断二分離後の品質により判断し

た方が適切と思われた。現在，無操作の新鮮

胚の移植受胎率は一卵移植て'51%, ニ卵移植

て'54%8)てあるが，今回の切断二分離胚の移

植てはそれぞれ37.5%と46.7%と無操作の胚

紅産技術 1996年10月号 R 



に比べ低い結果となった。切断二分離llfては，

二分離により細胞数が半数以―ドになることや

切断採作による胚細胞の損傷が受胎率に影＄停

を及ぱしていると推察され，今後，胚のダメ

ージを少なくする切断方法と併せて，胚細胞

の損傷を＇社期に [111復させる培It}j法や胚の発

育を促進する培投方法などについて取り糾ん

て行きたし 'o

移植者1111による受胎率に大きな培が認めら

れたが，経験年数の短かった行も移梢実施頭

数が堺加するに伴い，経験年数の」とい名．と[iiJ

等の受胎't~をあげており，受胎半1,,1I・. には移

植技術の料熟が必要と思、われる。

本実験ての流産率は全体て6%てあったが，

妊娠診断を移植後50-60U Liに胎II灼触診法に

より行ったため，妊娠診断以前の'T'-期胚死滅

や流廂およびメ火 f妊娠については調介してお

らず， また分娩まての期間における胎児の損

耗はイ淵IIJJてあった。橋谷fljら6)の超i予波診断

装閥を川いた移植後の胚の追跡湖介ては， 50

H齢Jjij後のい期流産が多かった。今後，胚の

早期死滅胎児の損耗発牛の調介．とその原因

の究明が必要と、思われる。

メ丈 f受11か手｛について，橋谷IIIら9)は分離胚

1組の黄体側移植て37.5% (6 /16)の報告を

しており，惰者らの成紹もはばliiJ様な成紹て‘

あった。分離胚 1個の移梢てはメ火{-4糾の受

胎中 2組に流南が発生し， 2糾のみメ又 fてあ

った。今l川の受胚牛は，分離}[f1糾の移植て`

は{-宮の受容能）J' 流産のlnl避，泌乳能力の

観点からtに交雑種を， また分離胚 l糾の移

梢には黒毛禾II種の1本格の大きくないものを用

いた。ifr餅脊柊ては分離胚 1糾の移梢の4.7%に

対し，分離胚 1個の移梢ては8.3%となり，流

産は分離胚 1糾よりむしろ分離胚 l糾の移植

方法て・,,;:j;令｛に発生した。分離胚 1個の移植は，

一卵性杖 fを得るのに 2頚の受胚牛が必要な

Mrff. 技術 1996年 !Of)~;-

こと， また受胚牛の影秤を受け， ―f-!トの発行

に染が生じる可能性があり，育秤索材および

比校試験のための尖験動物への利HIのmiて文

間が牛ずる恐れがあることなどから一^り11ft杖

f・'闊をのための移植方法として効率的ては

なく，今後の検社を要するよ題てある。

分娩・・Jt故の発牛状況は深夜，未IIJJの分娩に

より分娩和役てきなかったもの 3頭， nt;f紐

正のため娩出に長時間を要したもの 1頭， r,
然分娩によるもの 1頭てあり， これらは適切

な分娩符則を行えば防げたものと恩われた。

このためにはメ火 f-分娩’卜を ·J~rjij に把握し分娩

に備える必要があり，超i笥皮診断装閃などを

用い損耗防止の対策を講じる必要がある。

これまての成紐から胚の発育ステージ，品

質および移植方法が受胎成紐，流沌，メ:J..・f-t

1祖および分娩時の1け故発生に対する大きな彩

評は認められなかったが，切断て分離胚移柏

をクローン検迩などの新育種手法に応）IIする

ためには，今後受胎率および杖（り消沖を翡

める必要があり，りJ断二分離後の胚の培養，

移植}j法を検す「していきたい。

まとめ

ウシ体内11,米胚を令屈製マイクロプレード

を用いて切断・_分離後に移植を実施し，胚の

発育ステージ，品質および移植}j法が受胎成

紐，流産．杖 f-'I滴および分娩時の1激発生

に及ばす影押について検討した。

その結果，分離胚 1個の移植JiWて64創

24頭が受胎（受!It湘 37.5%) し，分離胚l糾

の移植方法ては92頭11143頭が受胎（受胎弔

46. 7%) した。受胎半は胚の発ifステージ，

切断二分離riiiの品質および受胚＇卜による影界

は認められなかったが，移植者間による受胎

；半に{j意染が認められた。また， II:ィ；のM,訳

は切断二分離後において分離胚 1個およびl



叫畑てAランク およびAA-A'B'を含ん

':'bのが良好な受)]f湘てあった。流産は分離

~ l 個の移植て'8 . 3% (2 /24: メ又[-の）1,. }j 2 

）および分離胚 1糸11て'4.7% (2 / 43 : メ又 f-

1例，胎児木確認、1例）の割合て確認された。

it{-生I笙ヰ｛は分離胚 1個 の移植 }j法て‘

認%(4 /22), 分離胚 1糾ては34.1% (14/ 

HIとI山j群にXをは認め られなかった。分離胚

1乱を移植しメ'.J..~fを分娩した場合の分娩時の

故発生率は35.7% (5 /14)て・・,これらはい

fれも死産て， その内訳はメ'.J..[-の,,,tl}jが死産

l ．、, 0もの 1系uと）1,方が死産したもの 4頭てあっ
岱 分離胚 1 個を移植した例ては分娩時の 1~

＇はみられなかった。

i 今[njの結果ては，胚の発育ステージおよび

t 間）i法が受胎率，流産率，メ又 f受胎率およ

~ :(分娩時の ·J~故発牛率に対する影押は認めら

iしなかったが，切断こ分離胚を育種改良に応

開するためには，今後受胎率および双 f-牛産

灯 ，早に影界を及ぼす要l大lの検討がさらに必要て｀

· ~ る。

り

戊

殿：本実験を行うにあたり御助占を戴いた

({i改良センター技術第二課橋谷HJ翌係長に

は謝いたします。
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~ 
葬

カトマンズから山越え谷越え，徒歩だと現地の人て片道3時間， 4WD-r. ても同様。山項にあ
る国 >'r.牧場。放牧は飼料木林間放牧。30頭に 1人の監視人。

(&産技術協会板庇外茂雄）

ノ
ー
』
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はじめに

諸外国（特に欧米）ては，すてにマイクロ

チップ(MC)を利用した家畜の自動飼養管理

システムの研究，試験，登録段階ての利用の

検討が進んて‘‘いる。

このようななか， わが国ては周辺機器を含

めたMC利用技術の開発が行われているが，

いまだ試行的段階にあることから，今後の利

用方法，開発，将及の知見を得るため，技術的

に先行している海外（オランダ，スペイン）て

の実態を調査したのて‘， その概要を報告する。

マイクロチップの

菊池エ (TAKUMI KIKUCHI) 
家畜改良センター十勝牧場

R 畜産技術 1996年10月号

利用状況調査

IMB-DLO (国立農業機械研究所）

農業機械の開発研究の中心てあるIMAG-

DLOては付属農場において，酪農の自動管理

システムを試験中てあった。飼料給与はもと

より，搾乳においてもロボット (Prolion社製）

を利用し，自動化を図っていた。子牛にはMC

を右側上唇から鼻に埋め込み，哺乳及び濃罪

飼料給与等の個体管理をしていた。搾乳牛i:

ついてはネックタグを用いた粗飼料・濃限飼料

の個体別給与，搾乳ロボットによる自動化から

乳祉等のテ‘‘ータを活用した飼料給与設計にい

たる家畜管理全般の自動化が試験されていに

皮下装抒式のMCの装着部位については，

屠場ての確実な除去を考えると耳根部が有効

てあるとのことだったが，飼養管理面ては反

応性が低い等の問題から成牛ては利用されて

いないのが現状てあった。また， MC(径20鴫

長さ50mm) を経口投与し胃内容物として装着

する方法も検討していたが，胃内を移動する

関係から反応性に問題があり，現実的てはな

いとのことだった。
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NEDAP社

当社ては試験農場等を利用してMCを活用

ば実用化技術の開発を積極的に進めており，

9 行に豚，牛，山羊等の個体識別及び家畜管

理システムを販売している。

養豚においてはイアータグ(1個約2000円）

を利用しており，自動給餌・仕分け，のみなら

f, 発情雌が柵越しに雄豚にアフ ロ゚ーチする回

餃カウントすることによる発情発見等の自

飢も実用化されていた。なおこのタグはRO

歴（饒みとり専用）て‘，屠場て‘回収後，再利用さ

れるとのことだった。また，屠場においても枝

即）フック一つ一つにMCが装着されており

罰毎の枝肉成績が収集され，情報が各農家に

7ィードバックされるシステムになっていた。

酪農においてはネックタグにより給餌を自

靴し，ミルキングパーラーて‘搾乳の個体管

理がてきる程度てあった。皮下装着式MCに

ついては壊れる可能性が高いこと，壊れた時

〇危険性，屠場て｀の回収の手間等の理由から

掴されていないのが現状てあった。

根本的に皮下装着式は反応性の問題からも

贖管理システムには向かないと思われた。

翌）ようなステップを通じて明らかになる

MC活用の実態問題点はわが国にとって大

いに参考になるものと考えられる。いずれに

せよ，実用化には脱落の危険性が低く、壊れ

I: (い小型のMCて‘，正確に識別て‘‘きること

がボイントとなっており， さらに，肉用家畜

ては確実な除去が不可欠てある。現状ては居

易ての廃棄部分てある耳根部に埋め込むこと

が最良てある と考えられた。また現在の生産

コスト (2000円程度）ては使い捨てての普及

It難しく、耳標程度の価格設定あるいは回収，

再利用の手法が開発されれば，大いに利用の

可能性があるものと考えられる。

最後に，このたびの出張に際し，お世話い

t、‘だいたみなさまに紙面をお借りしてお礼申

しあげます。

,9 

MC装藩哺乳子牛

，
 .. 搾乳ロポット

イヤータグ装着繁殖豚

t
 

1
.＂ 

犬用MCキッド

L 畜産技術 1996年10月号 • 



技術情報2
l • はじめに

畜産経党に起[klする水質沿濁，悪臭等の関

叫 iJ題に対する地域住民からの苫梢件数は，

昭和48年をピークとして減少傾向にあるが，

最近の畜汎濃家）；数の滅少を考え併せるとg

家）；数に対する苫梢発生付数は増/J噸向にあ

る。なかても悪臭関述の苦梢件数は全1本の約

6割を占め，都市近郊から牒業地域にまて及

んており，今後，混住化が進むに伴いさらに

増加するものと、思われる。

悪臭の発生源は上にふん尿てあり，船令や

ふん尿処理施記:~-.,, 広範I川にわたる。施設外

に拡散した臭気の除.tは困難てあることから
現状ては施設の密閉化による臭気の敷地外拡

散防II:がイi効てある。畜含を密1~1化した楊{1

の問題点として，温度，湿度に加え，臭気お

畜舎排気中の除塵技術

崎元逍男 (MICHIOSAKIMOTO) 

大阪府立農林技術センター畜産部

⑩ 紅産技術 1996年10月号

よび粉附が家畜および作業者に影評を及ばす

ことから，換気邪による舎内哀坑の維持は必

要てあり， さらに排気中の臭気および粉應餘

去が屯要てある。特に粉廂については呼吸器

系疾患の感染の要［大］物質の一つとされている

表 1 畜舎内の堆積粉塵中の低級脂肪酸含量

(mg/lOOg) 

測定場所 7□ ピオン椴／ルマル醸／ルマル者韓イソ吉韓

豚舎

北向窓枠 9.09 nd nd 0.55 

南向窓枠 40.36 2.43 nd 6.68 

豚房鉄棚 0.51 nd nd nd 

豚舎壁 3.78 0.88 nd I. 74 

ウィンドウレス鴇舎

採光窓 1.22 nd nd nd 

換気ロ 0.99 nd nd nd 

換気ロ I. 17 nd nd nd 

nd : 検出限界以下
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が，畜令内に堆梢した粉廂には臭気物質が吸

『していることがわかり，畜令外に拡散した

碍が，新たな悪臭発生源になることがわか

‘った（表 1)。従って粉瞑除Lは悪臭防止 j-_重
屡てあり，翅令寮粉廂発牛:1tの多い施，没て‘

，i大きなウェイトを占めると考えられる。

も除塵技術

I)水ミスト噴霧による除去技術

本技術はM社と共li:iJ開発したものて‘，俗令

序の換気扇外側のフード内にスフレーノズ）レ

を取り付け，ポンプにより水をj¥°ij/[:llfU'して

齢神の粉眼を水揺i中に抽集する。その装問

濃略を図 1にぷした。本技術の特徴は，水滴

：粉塵との接触機会を増すためにフード F部

ふ軟Ir塩化ビニルシートを 5-lOcmlUJ隔て‘
艮垂させたところにある（写兵）。これにより，

随の除去率は11tt'.fiのみの約40%から約70%

噂卜した（表 2)。これはビニ）レシートが水

ぐi裔れ，フード内て‘哄霧水と接触しなかった

随が，排気てはためくビニ）レシート間を通

がる際に付むしたものと息われる。また，フ

ードl村て‘粉瞑を捕集した哨森水滴が， ビニ）レ

シートに付:{Jして大きな水滴となり， フード

直下に滴ドし，捕集粉瞑がフード直ドに堆積

するため， ビニ）レシートを取り付けない場合

こ比較し，粉限の除ムこが容易になった。堆梢し

図1 水の高圧噴霧による除塵装置

た粉廂はふん笠と混合し，堆肥化処坪てきる。

ビニルシートを取り付けた装沼て‘，肘げらI.I:

を3, 5, 及び 7kg/cm'とそれぞれ変えて粉廂

の除L't•s を調べた結呆，噴霧圧を t·.げるほど

除上平は,,,J.l・上し， 7kg/c而li: て`約80%の除L't-1
が得られた。

次ぎに，排気中のアンモニアの除去効呆を

調べた糸記呆，除上半は30-70%てあり，粉限

の除去とliiJ様にビニルシート取り付けおよび

唄籾.±を上げることにより除去率は向l・。した

（表 2)。これは，水ミストに排気中のアンモ

ニアガスが溶解したものと考えられ，本除眼

装匹により，アンモニア等水溶性の臭気物質

も同時に除lばてきる可能性がぷされた。

2)廃食用油による除去技術

この技術は油の粘性を利用したものて‘，図

2に示した装府を試作した。油貯留槽に一部

没漬したドラムを[111転させ， ドラム表面に油

の薄膜を作り， この!Ill転ドラムに排気を‘りて

油薄膜中に粉限を捕集する。抽集された粉限

写真 喚起フード下部のピニルシートと捕集粉塵

表 2水ミスト噴霧による鶏舎排気中の粉塵除去効果

ピコレシート 噴霧圧 ダクト風速 捌駿去1粉劃紐幸 汎験去率
(kg/alf) (m/min) (mg/m') (%) (%) 

{ 3. 0 7 . 3 0 . 82 68 . 9 50 
5.0 7 .4 0.91 76.4 60 
7. 0 7 . 4 0. 95 79. 8 70 

なし 3.0 7.4 0.48 40.3 30 

排気中の粉塵量： I .19mg/m', N比濃度： IOppm 

あり

畜産技術 1996年10月号
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は油貯留槽に貯まる。油は低コスト化を図る

ため，＇ぢ没とから排出される廃食 fll油（廃火ふ

ら油）をJI!いた。この装府を度り令換気扇フー

ドドに設沼した実験ては，排気中の粉廂:,U30

mg/時間~360mg/時間に対し，}jf食川油中に捕

集された1.0ミクロン以 1-:の粉限（羽毛は除

く）は60mg/時間~250mg/時間てあった。この

結果から求めた粉廂の除去,.r,は約60%てあっ
た。粉廂を抽集した油は，堆肥化処狸が11J能

てある。生灼ふん20kgに乾嵌灼ふん雄肥 4kg 

を混合して水分調格し， そこに廃食用油を痢

ふんの 0~30%の範囲て種々添加して，通気

した実験ては，廃食用油を牛灼ふんに対し

30%添加しても品温は約60℃まて.L-H-し，女f
氣性発酵することがわかった（図 3)。また，

廃食用油を添加すると無添加に比べ，品温の

り：ち卜がりが遅れ，品高温度に到逹してから

の品温の降ド時間が遅れる傾向にあった。品

温の降・ド時間は，｝発食川油の添加割合が増す

↓
 

魏舎排気

↓ ↓ ↓
 

回転ドラム

油貯留槽

図2 廃食用油による除塵装置

80 

0

0

 
2
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温
度
（
℃
）

J11念加
· • ··5.0%ふ加
ー● → 15.0%:,; 加
-t> 30 0%ふ加

4 5 6 

経過日数（日）

図3

10 

廃食用油添加による鶏ふんの発酵温度の変化

はど遅れる傾向にあった。特に30%添加ては，

試験開始後9RHても品温は50℃以上てあっ

た。廃食用油を牛ふんに添加した場合ても良

好な結果が得られており， この方式は粉聡除

上と廃食）廿油処理のシステム化が期待てきる。

3 . おわりに

一般に排気「Iての除塵には，乾式法と湿式

法があるが，屹式のフィルタ一方式ては，粉

瞑による H詰まりの問題があり，フィルター

交換あるいは洗浄を頻繁に行わなければなら

ない。特に粉廂の多い朗舎ては羽毛などが付

芥：し，数時間て[j詰まりが生じる。フィルタ

ーの日詰まりは換気扇の圧力損失をまねき，

換気屎の減少から，暑熱期てあれぱ舎内閲境

に屯大な影翌を及ばす。一方，湿式の水によ

るシャワーリング方式ては， 目詰まりや圧力

損失の問題はなく，粉瞑除去とアンモニア，

低級脂肪酸等の水溶性の臭気物質も除去てき

る。しかし，使用する水の屈が多い場合は，

使用後の水のろ過あるいは浄化処理が必要1:

なる。また，水を循環利用する場合にも捕集

粉廂のろ過除上や蒸発による水の補給の必要

がある。今lul報告したミスト噴霧方式は，排

出された粉塵の敷地外への飛散を防ぐことを

': H的にし， シャワーリング方式の欠点を改

善したものて｀，水をミスト状にすることて，使

用する水の尿をてきる限り減らし，使用後の

水の処理を行わなくても良いように考案した。

油による除眼方法は，水と比べて蒸発の心

配がないため，少祉て長期間使用てき，本報

告のように廃食用油をリサイクル利用すれば，

維持費の低コストがはかれる。

畜含における除限技術は，あまり開発され

ておらず，今後に期待するところてあるが，

基本的には臭気と同様に発生源対策が直要て

あり，発生址の抑制あるいは発生面後の除去

技術の開発が必要てある。

（平成5~7年度「地域重要新技術」成果）

~ 畜耗技術 1996年10月サ



技術情報3
はじめに

吝は収録，再生が容易て‘，速く広い範囲に

伝わることから，草地に散在している牛に的

確に情報を伝えることがてきるという利点を

持っている。しかし，単なる音だけて‘牛を誘

祁することは難しい。各種の音を聞かせたと

きの牛の反応を観察すると，初めのうちは音

の種類によって，聴き耳を寸＾てたり，接近し

たり，逃げだしたりなど様々な反応をぷすが，

いずれの音も lrrJ数を頂ねるにつれで間れが生

じ，牛の関心は急速に弱まる。しかし，音を

牛が好む餌の合図として牛に学習をさせると

いう手順を踏むと， 行に対してそのような慣

れが牛じないばかりか，牛は回数を重ねるに

放牧牛の音響誘導

騎茂喜 (SHIGEKIENTSU) 
• 一晨林水産省中国農集試験場総合研究第 2チーム

つれてその音に接近してくるようになる。

音響誘祁法は， このような学習反応を利用

したものてあり，この誘尊法を成功させるた

めには，次の三つの条件が満足されなければ

ならない。 1番[Iの条件は音が牛に聴こえる

ように的確に伝逹出米たかどうかということ

てある。音が的確に伝達されていたとすれば，

次に 2番Hの条件として，音に対する学習水

準がどの程度てあるかが問題になる。すなわ

ち， その音が濃肛飼料の合図てあることを牛

が卜分に学習てきているかどうかが問題にな

る。ここて，学背が十分になされていたとす

れば，次に 3番Hの条件として，学習した反

応を実行するための動機づけの水準の高さ

（ここては報酬てある濃厚飼料に対する欲求

の強さ）が問題になる。この時に動機づけの

畜産技術 1996年10月号 R 



水準が十分に高ければ，はじめて放牧牛は音

に対して餌場または音源への歩行を開始する

ことになる。そして，歩行開始後は移動特性

に基づいて牛群が餌場（音源）に集まってく

る。これが本誘導法の骨格てある。

1 • 学習の方法

牛をいつも定位置に誘導したい場合は， そ

こへ音源（スピーカ） と餌箱（濃原飼料）を

置き，誘導用の音を鳴らしながら，牛を追い

集め，準備しておいた餌(1頭当たり 150-300

g)を与えるという手順て‘学習を行う。この学

習を 1日に 1~ 2回の割合て繰り返すと，単

純な地形や誘導順路ては 2~3日て牛は自ら

音に反応して集まってくるようになる。

牛を任意の方向に誘消したい場合は，音源

と餌箱をセットにしてその位箇を適宜変えな

がら学習を続ける。牛は，最初は前の餌場に

集まるが， 2~3回くらいて音の方向を確認

して音源方向に向かうという反応を示すよう

になる。この学習をさせておけば，移牧作業

などにも利用てきる。なお，移牧作業の場合

は新しい新鮮な草が報酬になるのて濃原飼料

がなくても音だけて‘誘導てきる場合が多い。

面積が広く誘導順路が多少複雑な放牧地て',

牛群頭数が50頭前後の大きさになると， 20日

前後の学習日数が必要な場合もある。このよ

うな場合には，入牧前に斎舎て‘音を聞かせな

がら餌を与えるという予備学習を牛群に 7回

前後実施し，かつ前年の誘導経験牛 2~3頭

を牛群に入れれば，学習日数を短縮すること

が可能てある。なお，誘導経験牛は，放牧地

を下りてからの冬季舎飼期 6~8ヶ月程度の

期間てあれば，誘導を休止していても音に対

する学習は記憶している。使用する誘導経験

牛は社会的順位の高い牛てあることが望まし

し‘
゜
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なお，牛の首輪にボケットベルを装消する

方式（写真 1) を使う場合の学背ては，いき

なり牛体に取り付けたボケットベルて学習を

開始するのてなく， まず始めに録音したボヶ

ットベルの音を餌場からスヒ°ーカて送音する

方法て誘迎学料を行い，前もって牛に餌場の

位置を十分に認識させておくことが大切てあ

る。

2 . 音の種類

音の種類は，牛が逃避するような音てなけ

れば， どのような音（曲）ても差し支えない。

誘森のための行は，あくまて‘‘合図てあること

から， より遠くの牛により的確に伝わるかど

うかが選択の基準になる。牛に聴こえ易い音

の周波数は2000HZてあることが報告されて

いる。音旦は45dB(暗騒音）以上を確保する

ことが望ましく，誘導距離が200mを越える場

合や音が届き難い地形の場合は中継用スピー

力が必要てある。

なお，ポケットベルを使用する場合は呼出

し継続音を標準仕様の20秒から80秒に改造し

たものが誘森に適している。

写真 1 首輪にポケットペルを装着した牛
（島根畜試提供）



L餌の種類

餌の種類は， フスマ，糖密， ビートバルフ，

狐叫吟飼料など様々のものが利用されて

ヽ｀る。この誘和‘上の問題点は，放牧地のり'lJ_tl:

がfl富な予節になると、牧,':(摂lf丈r,tが削えて
厚紺料への欲求が弱まり’卜のふ袢成紐が低

下するという、f,',(てある。そのため、 牛の嗜好

¢が硲く，牧｛れ摂取址が多くなっても嗜好性

嘩ドしないものがあれば誘祁川の報酬（餌）

；して坪想(Iりてある。

t牛の移動特性

音響誘導ては， 行が叫るとともにいずれの

牛も耳介を行i)fit}j向に向けるが， その後少し

間をおいて 1頭ないし数頭の’卜が移動しは

：め，他の牛が徐々にそれに従うというパタ

ーンのもとに牛群が移動することが多い。こ

鳩導法ては，万~真'. 2にみるように'l'・t'Iらが

闘導路を一列になって移動してくるのて管理

紅頭数の確認や傷病’卜の発兄に専念てきる

：いう和l点がある。 しかも，傷病,,~は木尾虹

翫含まれていることが多いため，木尾集［寸l

唸入りな観察によって傷病牛の発兄をより

珈半的にhうことが11J能になる。

写真2 一列で奮源に向かって移動中の牛

なお，牛群の移動が1り滑に行われるかどう

かは，牧区とi秀淋路の配置によっても大きく

彩押を受ける。とくに，牧区の出Uが距原と

逆の方向にあるような牧区ては，牛が音源}j

向に向かおうとするのて｀，誘導に失敗するこ

とが多い。また， このような牧区ては，先頭

グループの牛がたとえうまく牧区の出flを出

ても，先頭グループと末rtグループが牧柵を

はさんて'hいに反対方向へ進むような動きに

なるため，追従行動による混乱が生じる。す

なわち，木）€グループが牧区内て先珀グルー

プに追従してしまい，牧区内に残留するとい

う問題が生じるのてある。

おわりに

令飼の場合は，スタンチョンなどに繋留し

て家針の行動を物耶的に制限することによっ

て隣の家畜の餌が喰えないようにしたり，糞

がうまく所定の場所に落ドするようにして‘求

畜管理の効＇手｛化が図られている。しかし，放

牧の場介は‘求畜の行動域が広く，行動も自由

てあることから，物理的な行動制限による方

法を適用するには経済的にも自ずと限界があ

る。放牧は，家畜の「j)Jく」という能力を品

大限に沿川しようとする点に大きな特徴があ

る飼養方式てあることから， その特徴をより

、意識的に活用する）:ii句ての対策を探っていく

ことが必要になる。その対策の一つとして，

牛の学習能力の積極的な活用による家畜管理

の省}J化を考えていくことも大切てあると思

われる。

畜産技術 1996年10月号



牛肉の輸人攻勢と産地間競争を乗り切るために

岩手県畜産試験場
種山肉用牛改良センター
谷地仁 (HITOSIY ACHI) 
岩手県畜産試験場種山肉用牛改良センター所長

l . はじめに

岩手県の農業における畜産の割合を，粗生

産額から見ると，牛肉の輸入「IAl化以降僅か

ながら滅少の傾向が見られるものの， 平成6

年は1,388億円て耕種部門の61%に対し，畜産

は39%となっている（図）。

平成 7年2月1! I現在の家畜の飼旋頭羽数

は表に示す通りてあるが，各畜種とも飼簑戸数

は減少，飼蓑頭羽数は採卵鶏，ブロイラーを

図農業粗生産額（平成 6年度）

表 平成 7年家畜飼養頭羽数（単位；戸，頭・千羽）

区分 飼養戸数 飼養頭羽数 一戸当たり

畜種 （全国順位） （全国順位） 頭羽数

乳用牛 3、240(2) 74、300(2) 22.9 

肉用牛 20,000(2) 151、I00 (4) 7.6 

豚 580 (11) 390, 100(8) 672.6 

採卵鶏成鶉 90(30) 3,601 (20) 40.0 

プロイラー 294 (4) 15,354(3) 52.2 

⑱ 釦信技術 1996年10月号

除いては緩やかながら滅少が兄られる。

一戸当たりの飼蓑頭羽数は，全国平均には

まだまだ及ばないが，規模拡大，高品質，低

コスト生産等により厳しい畜産情勢を乗り切

ろうと努力している。

も肉用牛改良センター整備の背景

ガット・ウルグアイ・ラウンド塁業合意に

基ずく新たな国境措閥により，牛I知］の輸人自

RI化攻勢は益々厳しく，牛肉の牛産は国内は

もとより海外をも含めた産地間競争が一層檄

しくなることが予想される。

これらの産地間競争に対処するためにも，

本県の畜産の要てもある肉用牛について，産

肉能力の高い俊良な種雄牛の造成を図り，硲

品質，低コスト化を推進することが喫緊の諜

題てあった。

岩手県はこれらの課題を踏まえ，おもに県

外からの導入に頼っていた黒毛和種の種雄牛

を， 自県造成の優良種雄牛にするための取り

組みを昭和62年から行ってきた。

その結果，平成 7年度末まてに既に 7頭の

種雄牛が造成され，暫定的に県畜産試験場に

繋旋し供用を開始してきたが，逐次選抜造成

が進むことから，岩手県種山牧野ボ務所内に，

新たに肉用牛改良センターを設罰した。



このセンターては， これら県産優良種雄牛

渥養による人工授精用精液の生産と供給，

囀力検定の充実，更には和牛改良手法の

牒研究の促進を図るべく体制を整備した。

• L肉用牛改良センターの概要
平成8年4月1日，種山牧野事務所内に「岩

1 手県畜産試験場種山肉用牛改良センター」が

周設された。

このセンターては，優良県産種雄牛を造成

tるため，最新鋭の検定機器やバイオテクノ

nジー関連機器を装備し，産肉能力検定（直

戟定，間接検定）の充実を図り優良種雄牛

を選抜造成する。

uこ受精卵移植技術を応用した種雄牛の造
尻，人工授精用精液の生産，配布更には黒毛

珊改良手法の試験研究等に取り組んている。

I)肉用牛産肉能力検定

樵毛和種牛群育種改良推進事業を活用して，

伍れた能力を備えた種雄牛の選抜造成を行い，

切効率的利用を促進し，集団的な育種改良

灌進する。

(1)直接検定：県内の優良な黒毛和種基礎

軒 (850頭）に，甚幹種雄牛を計画交配をし，

生産された雄子牛から年間24頭を選定し， 協

定1:従い検定を行っている。

（開始月齢6-7ヶ月：予備期間20日：検定

期間112B) 

(2)間接検定：直接検定の結果により選抜

された4-5頭の種雄候補牛から，人工授精

睛液を生産，試験交配を行い，分娩したそ

詑れの候補種雄牛の息牛8頭（去勢牛）を

ltットとし，協定に従い検定を行っている。

uこ，民間の種雄候補牛 1-4頭について
頃様に， 8頭の去勢子牛を 1セットとして

怜定を行っている。

（開始時月齢7-8ヶ月：予備期間20日：検

定期間364日）

2)人工授精用精液の採精，保存

効率的な精液の生産及び精液の希釈方法を

中心にした，凍結精液の処理技術について検

討するとともに，検定済み優良種雄牛の精液

を採精，凍結処理，保存し需要により配布を

行っている。

また，検定成績待ち種雄候補牛（待機牛）の

精液も試験採取し，凍結処理し， 一部保存する。

3)超音波による肉質の客観的判定

検定牛及び肥育牛に，超音波測定装置（ス

ーパーアイミート）を応用し，生体ての肉質

判定技術の確立について検討している。

4)胚移植技術の応用による種雄牛の造成

分割胚移植による双子生産等，胚移植技術

の応用により，産肉能力に優れた雌，雄の受

精による胚を活用し優良な種雄牛を造成する

とともに，選抜方法についても検討する。

4 . 育種改良と低コスト化

育種改良と放牧利用による低コスト生産は，

車の両輪と考えられる。

本県は幸い放牧地も多いことから，既に部

分技術として確立され， また部分技術の組み

合わせにより実用化の方向が見いだされつつ

ある放牧方法について，種山牧野事務所て‘‘実

証展示し，農家への啓蒙をはかる。

5. おわりに

日々農業を取りまく情勢，特に畜産は厳し

い状況に晋かれており，泊費者ニーズ，消費

動向，牛肉の値こぐろ感もよく把握する必要が

ある。

生産サイドては，高品質，低コスト化への

たゆまない努力が必要てあり，高能力牛即ち

育種価の高い牛群の造成による全体のレベル

ァップが，より重要な時期にきている。

当センターは開所後， Bも浅く今だ足が地

につかない状態て‘仕事を進めており，関係機

関のご指祁ご支援をお穎いします。

畜産技術 1996年10月号 fj 



~ 
海外情報 』

モンゴル国の牧畜と家畜管理
居在家義昭 (YOSHIAKIIZAIKE) 

農林水産省畜産試験場繁殖部

裳林水産省ジーンバンク4り業ては，海外に

おける動物追伝沢源の所在梢報や1呆{i.利用

状況について，刹‘屯続的に探索調森を行ってい

る 今[ujは，北海道滝川畜廂試験場の山内禾II

律研究員と，モンゴル国の動物迫伝沢源につ

いて約 1カ）J 1111の調介をする機会が得られた。

北点から飛行機て・2時間，赤茶けたコ‘‘ビ砂

抄しをt友けると緑が徐々に沿くなり， 首郡ウラ

ンバートルは緑の海原に［｝甘まれた小島のよう

てあった。国 j面積は H本の約 4倍もあるの

に人rIは約220Jj人にしか過ぎない。平均海抜

は1,600mあり， 1:J:j:Jは400mmと少ない。典烈的

な反雨型てあり，気候も冷涼てあることから，

艮好な天然のり［地が生み出されている。国・f:

の80%は屯地てあり，このが．地を利用した遊

牧は布史以前から，幾多の歴批的変遷を経つ

つも今日に引き継がれてきている。

l . モンゴルの畜産

牒業従·JS行は，全産業従,•jけ者の30% を占め，

国家経済においても重要な役割を担っている。

飼袋頭数はヒッジ1,450Ji頭，ヤギ560/i頭，

ウシ（ヤク） 280万頭，ウマ220/j頭， ラクダ

42Jj頭てある。遊牧民は複数の種類の家術を

飼い， その乳，肉，毛，皮を利川し，ウシや

ラクダの糞は燃料に用いて生活する。今lPI調

介した25戸， 36家族の 1家族‘りたりの平均飼

養頭数はウシ27頭，ウマ27頭，ヒッジ162Ji!i,

ヤギ47頭，ラクダ1頭てあった。飼養してい

る家畜の種類は属する気候区分によって変化

があり， ゴビ乾燥地帯や砂浪地帯てはヒッジ

に比べてヤギが多い。ラクダはり源地滞，ゴ

ヒ‘‘屹媒地幣や砂没地僻て飼育されており，リl

岳地ヽ ：｝｝てはヤクがウシに変わって多くなる。

モンゴルの食牛活は畜産物に特化しており，

生鮮野菜や魚などを食する背'trtは｝輝ljとし-

ない。生乳を飲む粁間はなく，チーズから討

に-fるまて多くの乳加工，協力f{, 〉場する。

も 家畜管理

モンゴルの畜産は自然を利用した周年放牧

て成り立っているため，春から秋にかけては

栄投状態も良好に保たれ発育する。しかし，

晩秋から冬期間にかけてはり：ち枯れしたIJ然

れが飼料となるため栄性状態が悪化し、発行

倅滞，体重減少や繁殖力の低ドなどが認めら

れる。通常，冬期間を過こ｀｀す間に，体重は秋

に比べて20-35%も滅少する。越冬月1補助餞

料として屹点を準備する牧畜民は多くはない．

しかもその備括址は家畜飼旋頭数に比べて極

めて少なく，過酷な冬期間は家畜にとって生

存可能かどうかの瀬）；際に立たされている．

逆説的にいえば，摂取低分ht:が限巫される冬

期間を越えられない-~畜品種は，モンゴルf

は自然淘汰されているともパえる。

モンゴルのIii位を特徴づけているのは前述

したように遊牧にある。しかし，近年は人[J

の堺加と生活様式の変化から， その移動前＇

も短縮する傾向にある。大が原が展開するt;(

原地帯や コ‘、ビ乾燥地滞の遊牧は水 •f移動てあ

るが，山岳地幣や森林屯原地帯ては垂直移りh

をしている。すなわち，垂直移動においては，

'-



濯りは谷間のふもとて過こ•-し， ｛れが生える

謡から山に向かい，夏期は山頂付近のが原

渇ごし，秋期になると再び1JJを降りてくる

閥となる。

tッジだけの放牧ては群の形成が容易てな

心め，ヤギを混在させ， ヒッジの群を先袢

, I ~ せる）j法がとられている。一群の頭数は500

I I乱程疫まてにしているのが多い。ウシやウマ

化の大動物はそれぞれに群を作って移動さ

' ,'! ている。モンゴルにはオオカミが生息して

、9ることから，夜間にはヒッジとヤギは常地

通くて過こ｀、させる。ウシやウマなどの大動

叫朝 ・タの搾乳時に集めるだけて‘，夜間

灌牧させている。

L動物遺伝資源

ヒッジの品種はtなものだけても 15品種に
切ばる。多くは肉 ・毛兼用種てある。全 I:

：分布しているのがハルハ種てあり，他の品

月はそれぞれの地域に局在している。体格は

I Jンバクトてあり，羊毛の質は優良とは再い

い黛殖供用閉始は24カ月齢，産子率は70-

鼎前後と低い。完全な季節繁殖て‘‘あり，繋

‘。 §季節は10-11月，交配は雌30-50頭に雄 l

靭割合てある。羊毛生産凪は 1万トン前後

くあり， 20%がl'I家消四， 20%が輸出， 60%が

訥産物として衣類，カーペット， フエルト

・:rに加［される。
ヤギは主なものて4品種あり，特徴的なの

：カシミアを牛産する枇界ても数少ない品種

択てある。体格は コンパクトてあり，搾乳し

l I: 利用することは少ない。 1頭から250-350

l gvJカシミアが得られ， 1,400トン程度の国内

撻がある。

ウシは肉 ・乳兼用種てある在来種と在米改

通，乳 ・肉兼用種のアラタウ種ならびに数

t, 紛0外国種とその交雑種集団からなる。在来

種の成熟時体屯は雌300kg, 雄400kgと小型て‘

あり，搾乳：［しは600~800Qてある。

ヤクは標高2,500m以上の高地山岳地帯に

分布しており，総頭数は55万頭と tit界第二位

を占める。ヤクは耐寒性が強く，痩せた上地

ても生育が可能てあることから，ウシては適

応てきないはj地山岳地帯ては重要な家畜てあ

る。

ウマは在米種の蒙占馬の 1品秤て‘，地域に

より 4系統に分類される。雄の体高は130cm,

体重は360kg前後と小柄てある。ウマは遊牧民

にとって不可欠のものてあり，運搬や乳，肉，

皮などの利川など生活そのものを支えている。

モンゴルの家畜は自然からの恵みてある伊

そのものにゆだねられ，自然の摂理に従って，

極めて粗放的な畜1崖業を展開している。牧畜

民の根底にあるのはr=i給n足の精神てあり，
産業としての自立は希薄てある。しかし，モ

ンゴルては市場経済への移行により国際化が

急速に進展し，品質管理面ては先進国と同等

のものが要求されてきている。牧畜民にとっ

ても高品質の毛と肉を産出する品種育成が切

実のものとなってきている。そのためには今

Rまて‘‘絹続してきた家畜管理を見直さざるを

得ないのか，亜要な岐路に立っている。

-10月号 R 
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加茂幹男 (MIKIOKAMO) 
農林水産省畜産試験場

ガット・ウルグアイ・ラウンド農業合意の受

け入れにともない，乳製品の関税化，牛1如）

関税引きドげが実施された。将来的には，眉

際化に対応てきる酪農経営の育成が求められ

ている。このため，生産性の向上を図りつつ，

規模の拡大と一層のコストの低滅を図ること

が重要な課題になっている。フリーストール・

ミルキングパーラ方式は労働生産性の向上，

労働時間の短縮，規模拡大への柔軟な対応な

どが期待てきる新しい飼養管理方式として，

その祁入と定着化が期待されている。

閻畜産技術協会は平成 5年度から新搾乳シ

ステム定者化事業を実施し，既に導入されて

いるフリーストール・ミルキングパーラ施設

を対象に普及状況調査等を行ってきた。これ

らの 3年間の調査結果をもとに，わが目ての

フリーストール・ミルキングパーラ施設の普

及状況を紹介する。

2 . 調査酪農の経営概況

．
 

l)フリーストール・ミルキングバーラ導入

前後の経産牛頭数の変化

北海道地域ての平均経産牛頭数は，導入前

が63頭てあったのが，導入後には101頭に逹し

ている。一方，近畿地域を除いた他の地域て

は，迎入前が35-45頭の範囲てあったのが，

導入後には68-71頭の範囲を示しており，関

東地域，東海地域，中四国地域において頭致

規模の拡大が顕著てある（図 1)。

2)乳量・乳質の変化

フリ ーストール ・ミルキングパーラ導入後

の1日当たりの平均乳量は導入前に比べて8.8

％程度増加している。 また，祁入後における体

細胞数の改善効果が特に顕著て‘，乳脂率，無脂

固形分率なども若干改善されている（団2)。

⑲ 畜産技術 1996年10月号



III 

1

叫
又

旧

ヽ
9
1
 の

且

れ

つー

と

I・

暉直 東北 闘東 東海 近鰻 中四園 九州

図1 導入前後の経産牛頭数規模の推移
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関 目3成牛 1頭当たりの草地・飼料作物栽培面積

蹂

り飼料作物栽培面積

育成牛を成牛に換算して算出した成牛 1頭

＼後 訊＇りの草 地・飼料作物の地域別平均栽培面

8.8 虻5.1~49. 7a/頭の範囲にあり，北海道地

5体 叫 9.7a/頭て最も多く確保されており，

貨 う＼，て東北地域が27.la/頭，九州地域が

）。 ii.la/頭，関東地域が10.5a/頭，中四国地

域が9.7a/頭，束海地域が8.la/頭，近畿地

域が5.la/頭てあった（図 3)。

4)労働力

(1)家族労働力

酪農に従事している家族労働力は 2人及び

3人がそれぞれ551件中190件と 多く ，ついて‘

4人がllO件てあった。年齢構成ては，男女と

も40歳代， 30歳代が多く， 60歳以上が占める

割合は18.8%てあった。

(2)雇用労働力

何らかの形態て経営外からの雁用により労

働力を確保している件数は551件中202件て',

「常勤雁用」が18.5%, 「不定期雇用」が19.

8%, 「パート雇用」が8.0%てあった。

「常勤雇用の作業時間」は 7~8時間，「不

定期雇用の年間屈川H数」は10~20Fl, 「パー

卜屈用の作業時問」は 5時間未満などの事例

が多い。また，「ヘルパーを利用している酪農

家」は551件中312件て‘ヽ，年間の利用回数別件

数は10~201,りが多い。

3 . フリーストール（休息）牛舎の

概況

l)牛舎面積

1ストール当たりの牛舎面積は 1~100m' 

の範囲にあり， 10~12.5m'/ストール規校が

470件中 129件と最も多く，ついて•'7.5~10.0m•

／ス トールがll9件てあった。 地域別に比較し

た平均牛舎面積は10.3~ 14. 5m'/ストールの

範囲にあり，九州地域が14.5m'/ストールと最

も広く，北海道地域や中四国地域がそれぞれ

10.lm'/ストー）レ， 10.3m'/ストールと小さい。

2)建設単価

1 m'当たりの牛舎建設費を地域別に比較す

ると2.2~4.2万円の範囲にあり，東海地域が

4.2万円/m• と最も建設単価が高く，中四国地

域が2.2万円/m• と最も安い。また， 1ストー
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ル当たりの建設費は 1-643Jj円の範囲にあ

り，建設費別件数て‘` は10-20)j円／ストールが

477件中99件と最も多い。

4 . ミルキングパーラの種類と規模

1)種類

ミルキングパーラの中てはヘリンボーン

パーラ（ウオークスルー型）が551件中261件

と最も多く，ついてパラレルパーラ（ラヒ° ッ

ド型）などの回分式パーラの祁入件数が多い。

一方，アブレストパーラやオートタンデム

パーラなど個別対応型のパーラの森入も進ん

て‘いる。また，改造パイプライン，パイプラ

インなど既存施設の利用例もある。

2)規模

パラレルパーラは10-12ストール規模が多

く，ウォークスルー型及びラヒ° ッド型のヘリ

ンボーンパーラては 6-8ストール規模が多

い。タンテ‘‘ムパーラは 4-6ストール規模が

多いが，オートタンデムパーラやアブレスト

パーラては 6-8ストール規校が多い。

3)付帯設備

自動離脱装匿及び乳址計の設閻件数はそれ

ぞれ551件中435件， 218件と設閥割合が高い。

また，バルククーラは大型化と自動洗浄化が

進んており，「密閉型自動洗浄装茜付きバルク

-< 

皿
Y
似
士
荘
斗

輌方作婁分担

●什烹人員

●搾乳

●給餌

C飼料潤製

●ストール管廻

口ふん尿搬出

一

夕方作婁分怪

図4 管理作祟の分担状況

クーラ」を成府している件数は551件111355!牛

て・,「間放型バ）レククーラ」を設置している1牛・

数は228件てあった。

搾乳牛をパーラ方向に追い込むための「追

い込み装岡」，「パーラ内給餌装阻」，搾乳後の

生乳の冷却をてきるだけすみやかに実施する

ための「プレートクーラ」，戻り通路の「i罰

澁槽」，「コンピュータ管理システム」，「個体蓋

別装沼」などの設閥事例は 1割程度てあった。

4)ミルキングパーラの建設単価

パラレルパーラの 1ストー）レ‘りたりの平均

建設伐は327.4 JJPJてあった。ウォークス）レー

型及びラビッド型のヘリンボーンパーうの 1

ストー）レ‘りたりの平均建設費はそれぞれ23

2 .3JJ円， 224_3JjrJて‘ヽ ，パラレルバーラより

安価てある。タンデムパーラ及びオートタン

デムパーラは 1ストール当たりの建設叫価が

高く， それぞれ315.9万円， 542.6ガ1りてあっ

た。アプレストバーラは他のパーラに比べて

1ストー）レ,11たりの平均建設費が安価て，

134.4ガ円てあった。また，事例数は少ないが1

フラットバーンパーラの平均建設りt価は48万

円と極めて安価てある。

5 . 管理作業の分担状況

朝の搾乳時における作業人員は 2人の事例

が最も多く，ついて 3人となっている。「搾

乳作業」の平均作業人員は 2人で「特機楊ヘ

の追い込み」，「給餌作業」，「飼料の調製作

業」，「ストール管理作業」，及び「ふん尿0)

搬出作業」などの平均作業人員は1.1-1.3て

ある（図 4)。

作業人員 2人の経営ては， しとして搾乳を

行う作業者が 1人，主として給餌，ストーJV

管理，ふん尿搬出などを行う作業者が1人と

分担されており，給餌からふん尿搬出など0)

作業が終了した後搾乳に参加している。作

＠ 畜産技術 1996年10月号
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囚人員3人の経常ては， 主 として搾乳を行う

1乍業者が2人， 主として給餌， ストー）レ管理，

ふん尿搬出を行う作業者が 1人と分担されて

じる。搾乳作業者のうち 1名は，搾乳，給餌，

ふん尿搬出などの作業を補完的に実施してい

渇合も多い。

o . 搾乳作業能率

ll l時間当たりの搾乳頭数（頭/hr)

訊後，牛が一斉に退出するパラレルパー

均 うやラビッド型ヘリンボーンパーラては40-

- ljo頭/hrがそれぞれ90件中23件， 60件中12件と

多いが，搾乳後，牛が 1頭づつ退出するウォー

23 クスルー型ヘリンボーンパーラては30-40

り 恥rが259件中83件と多く，搾乳能率の低い

。
，
、t
 

ン 餅例が多い。タンデムパーラは20~30頭/hrが

が 叫刊I9件と多いが，ォー トタンデムパーラ

っ (Iよ40-50頭/hrが27件中10件と多い。アブレ

て ストバーラては30~40頭/hrが45件中17件と

多い。一方，パイプラインミルカは20~30頭／

)', hrが105件中42件と多い。

1万 1) 1ユニット当たりの搾乳作業能率

パラレルパーラやヘリンボーンパーラなど

,i 2 -4頭/hr/ユニットの件数が多い。タン

弘バーラは 4~6頭/hr/ユニットが22件中

湘I1 i件と多く，オートタンデムパーラては
搾 o-8頭/hr/ユニットが27件中11件と多い。
iへ uこ，アブ、レストパー ラは 4~6頭/hr/ユ
非 ニットが45件中20件と多い。 一方，パイプラ

.0 インミルカは 6~8頭/hr/ユニットが105件

｝て 叫4件 (41.9%) と多い。

J) 1人当たりの搾乳作業能率

」を バラレルパーラやウォークスルー型ヘリン

• JV 忍ーンパーラては15~20頭/hr/人がそれぞれ

よ !if神21件， 259件中67件と多いが，ラビッド

の りヘリンボーンパーラては25~30頭/hr/人が

作 I00(牛中11件と多い。タンデムパー ラては

10-15頭/hr/人が22件中 8件と多いが，オー

トタ ンテ‘‘ムパーラては10-15頭/hr/人， 25-

30頭/hr/人，及び30-40頭/hr/人がそれぞれ

27件中 5件となっている。また，アプレスト

パーラては15-20頭/hr/人が45件中18件と多

い。一方，パイプラインミルカは10-15頭/hr/

人が105件中49件と多い。

7 . 搾乳牛の群分けの状況と考え方

搾乳牛の群分けの数は「 1群管理」が546件

中322件，「 2群管理」が178件となっており，

「3群管理」以上は少ない。 2群管理の事例

には乾乳牛を含んて‘いる事例もあり，わが国

ては「 1群管理」が6割を越えると考えられ

る。

群分けの基準としては「泌乳ステージ」が

113件と最も多く，ついて］「乳星」が110件，

「ボディコンディション」が45件，「追伝能力」

が5件，「その他」が57件となっている。これ

らによる群分けとしては，「泌乳ステージの

み」，「乳拭のみ」による群分けが多く，複数

の基準による群分け事例は少ない。

8 . ストール管理とふん尿搬出

ストールの清掃作業は「毎日実施している」

事例が多く，「適時実施している」，「定期的に

実施している」などの事例は極めて少ない。

実施時期としては「朝夕，ふん尿搬出時に行っ

ている」事例が多い。

通路のふん尿搬出の作業頻度は，飼槽側通

路及び移動通路ともに「朝夕行っている」との

件数が多く，ついて‘「毎日 1回」となっている。

9 . 飼料調製と給餌

混合飼料の調製回数は 1日1~ 2回が225

件中136件と多く， 1頭当たり 38.7kg(生重籠）

のTMRを調製している。 1群管理における
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混合飼料の栄蓑設計は平均乳飛が27.7kg, 平

均乳脂率が3.75%て・, 乳旦22.5-25kg, 乳脂

率3.7-3.8%などの事例が多い。

給餌方法は，「不断給餌」，「混合給餌」の事

例件数が多く，給餌回数は 1日2回が多い。

10. ミルキングバーラ導入後の改
善点と問題点

導入後の改善点は「作業姿勢が楽になった」

が551件中469件と最も多く，ついて‘「作業時

間が短縮された」が388件，「 1人搾乳が可能

になった」が371件，「作業環境がきれいになっ

た」が356件，「作業が安全になった」が349件

など搾乳作業に関する改善効果が大きい（図

5)。また，「牛が健康になった」が220件，「乳

質が改善された」が216件，「乳乱が向上した」

作業姿勢が秦になった

鸞殖成績が改遍された
I 

ー
牛が鍵廉1こなった r 

rr 

ャ
乳量が向ヒしたく

乳質が改善された |
l
l
 牛の戴察が容易になった

作藁時間が短編された

作婁環境がきれいにな

f I人搾乳が可舵になった

＼ 作案It画が楽になった
ヘルバーの導入が可舵

図5 ミルキングパーラの導入による改善点

作業が複鑢になった

特になし so 期待した作稟能事が得られない

その他 ¥ 301 / バーう内環蛉愚い
ベ ヽ

が201件など乳品・乳質などの改善効果も認め

られている。

迎入後の問題点は「個体管理が難しい」が

551件中214件と最も多く，ついて‘「洗浄水0)

処理が困難てある」が157件，「期待した作業

能率が得られない」が71件などが指摘されて

いる（図 6)。

11. フリーストール・ミルキング

パーラ方式の導入効果

フリーストール・ミルキングバーラ方式0)

導入により作業の省力化や快適性が図られた

作業としては「搾乳作業」が273件中259件と

最も多く，ついて「給餌作業」が221件，「ふ

ん尿搬出作業」が127件，「繁殖管理」が104件，

「i先浄作業」が103件となっている。

また，祁入後の省力化や労働生産必の向上

などが図られたことによる効果としては「飼

養頭数の増加」との回答が273件中244件と最

も多く，ついて「作業計画が容易になった」

120件，「余暇がもてる」 119件，「家畜管理が

十分にてきる」 77件などが指摘されている。

12. おわりに

繁殖成績が低下した バーラ内の作婁がしに

II体管理が●しい ヤ
~ ' / II¥' '------, 洗清水の処理が困●
)()<  

乳貫が低下したyI I ¥ y斬たな労力が必霰になった
乳量が低下した 労力の纏保が困•

乳房灸が晃生しやすい

現状てのフリーストール・ミルキングパー

ラ施設の利用状況を知るために必要な甚本的

内容をてきるだけ紹介したつもりてはあるが，

必ずしも十分なものになっていない。今圃の

調査は，各都道府県の行政・研究機関の協力

を得ながら実施されたものてあり，全体的な

取りまとめ報告や新搾乳システム定着化マ

ニュアルは協力をいただいた関連機関に配布

される予定になっている。これらの関連機関

と十分に相談しながら導入の検討を進めてい

ただくことを期待する。

図6 ミルキングパーラの導入による問題点
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l. はじめに

近年， [iiir村の酪牒家の規模拡大が急速に進
行し，また一方ては経常者の品齢化が進行し

ていることから，酪裳システム全般について

省）J化，軽労化を押し進める必要が牛じてい

る。このような状況に飼旋管理技術のlttiから

対応するためにTMR(混合飼料），フリース

トール等の技術が＃入されつつあるが， これ

らの技術は欧米て開発されたことから，夏期

の高温多湿，冬期の低温乾燥等のわが[ii]の風

七にそのまま応用することは難しい。これら

の技術のなかても， TMRは技術的な難しさ

が少なく，比較的受け入れやすいと考えられ

ている。既イiの分離給与からTMRへの移行

については既設施設の改修をほとんど必要と

しないことから，急速に将及しつつある。と

ころが， TMR,f;,人に際し調製・給与に関する

理論的根拠および実施上の簡易な指針が示さ

れていないことから，多くのTMR実施混家

は経験則により，給与批，栄壺濃度等を決め

ているものと考えられる。

そこて‘，国内におけるTMRの実態を把握

するためにアンケート調査を実施した。この

調査は， TMRの現状に関する甚礎的テ‘‘ータ

を得ること，またTMR~入を推進するマ

ニュアル作成の基礎査料とすることをH的と

して実施した。さらに，回収された調杏結果

を元に，パソコン守：て簡易に利用てきる

[TMRデータベース］を構築し，関係者の利

用に供することとした。

アンケート調査の実施に際し，社団法人畜

産技術協会が各都道府県の畜産担当部署に依

頼し，調杏表を配布した。各都道府県は畜産

関係行政，指#t,, 試験研究機関等の協力を得

て．，調査表に従い聞き取り調査を実施した。

調査の規校については，国内の乳用牛飼養塁

家の約0.8%に甘たる390戸程度を対象農家と

した。アンケート [llJ収総数は316件てあり，

81%の回収ン梓となった。

釦産技術 1996年IOH',} • 



2. 繋養方式

図 1に繋養方式の構成割合を示した フ

リーストール方式が39%てあるが， 1-f]内の酪

震家におけるフリーストールの 11{-及；半は

数％と予想されるのて，今[Illの調杏対象集団

は国内の現在の平均値からややシフトしてい

ることになる。この調杏ては， TMRを利用し

ている貶家がおよそ半数になるように選定し

ていることから， TMRとリンクしているフ

リーストール飼養がとくに多くなっているも

のと考えられる。一方，繋ぎ式飼投について

は，チェーンストー）レ，タイストー）レ， ませ

ん棒、コンフォート等各種の1111答が省せられ

た。 また， これらの一部をスタンチョン式と

38 IヽJ7りベトール 53 I¥I ll1•, 

図 1 繋養方式

矧Ii
20 10 60 RU IOC J紬

兄なしている例もあったことから，繋投方式 1;0 

についてはフリーストールと広義の繋ぎの 2

種類に分類した。

各裳家の繋養牛総頭数の分イtiを図 2に示し

た。総頭数には搾乳牛のはかに有成牛，初妊

牛，肥ff'!-~りも含まれる。牛の内訳をみると，

搾乳牛54%, 育成牛27%, 肥育牛 5%てあっ

た。横軸の区分は100頭以上て刻み輻が拡大す

るが， 40-60頭規校の頻度がもっとも硲く，つ

いて60-80頭， 100-150頭の順てあった。肥有

牛は労）], 粗飼料等の点から飼養制約が少な

いことから多頭飼育が11J能となり，総頭数の

とくに多い農家は肥育牛を多く 1呆打する傾向
がみられた。

3. 分離給与と混合給与

次に給与）j式を分離給与，混合給与，枯礎

混合飼料＋補給飼料（セミコンプリート：セ

ミコン）の 3種類に分類し，構成割合を図 3

にホした。この調査てはTMR利用農家をお

およそ半数になるように調究対象農家を選定

したが，セミコンの取り扱いによって飼料給

与法の構成割合は大きく変化する。 TMRの

みて‘飼養している農家は43%てあった。セミ

コンを混合給与・分離給与のどちらに含める

轟産技術 1996年10月号

図2 繋養牛総頭数

< 16. 9 

'40 l¥1分霞U・,

< 12. 9ヽ）泣介給,,

図3 分離給与と混合給与

かは迷うところてあるが， TMRの1r-及が始
まってからあまり年月を経ていないことから，

過渡期における混合給与と 1r~11本別飼養管理の

折衷案として位匹づけることも考えられる。

さらに，給与[iiI数について分離給りと混合

給与て比較した。分離給与ては図 4にぷした

ように， 2 [ll]がおおよそ39%ともっとも多〈＇

3回が30%, 4 111]が19%てあった。これらに

対し， 1 1111給与は 2%に過ぎない。-}j, t-4 

5にぷしたように混合給サては 1[11]給りが



1, .. 

16%もあり， 2 1111給サが61%と人・多数を占め

;。3[P]給りは11%と少なく， 4[nj給りは 8%

過ぎない。これまて'TMRによる多1111給り・

鱗能力を引き出す介効な手法てあるとされ

くいたことから， TMRには多111]給りがリン

クしているとぢえられていたが，実態はこれ

鳴哭なるようてある。 TMR股家の飼料給

祖数が分離給り・,;i'.求よりも少なし、ことにつ
、てはTMR牒家が 1頭'11たりの泌乳能力lr1J

tよりも省）J化による多頭飼投に飛点をおい
ていることによると考えられる。

この調介の中心的な課題てあるTMRの混

躙の調在の結果，各地域の索材を活かした

多〈のTMR設，i「例が収集された。図 6にぷ

したように， 9種類の飼料を索材として

n!Rを調製している牒家がもっとも多かっ

だが， 15種類以r.の索材を混合している例も
恥た。このように多種類の飼料索材を混合

してTMRを作るときには，従米の F法てIll!

題を解決することは困難てあるが，数種類以

下の飼料索材により TMRを作るのてあれ

ば，線形叶1m1法が,ff効てあるのて， もっとも

経済的てある糾み合わせが決定される。この

ように現在ても少数の索材を利用したTMR

凋して蔽適混合比率を求めることがてきる

げてあるが， TMRの設計を支援する裳家

レベルのアフ゜リケーションソフトウエアが，

鴨点ては利用しやすいとはいえないことも

はてあり，多くの混家は試行錯，訊を紬り返

し，経験に基づいてTMRの混介割合を決迩

していると推測される。

(18 5ヽ） 4 [n] 

¥I 5¥) 61u 

図4

図5

,01 
ー

38 8 2回

分離給与の給与回数

< 1. a,1 6回

,.,...,.,, -'61 -1、） 2 [n] 
混合給与の給与回数

L ． TMRの効果 40 

TMR祁人の効果については90.4%の震家

が［効果あり］と [11J答した。［効呆なし］は 3%,

這効果あり］が6.6%てあった。［効果あり］

訥容について，乳偵増加がもっとも多く，

甜向L労働時間短縮および作業軽滅も100
閻}_の!ul答があった。また消化器病の滅少

および飼料四低滅についても50件以r.の[11]答

30 

。
2
 

説
辻

10 

゜2 !I類 4 !I摯 611類 8"類 I 0糟頷 1 2糟頑 I 5糟以
311類 511類 7糟頷 q囀頷 I 111類 I .l It類

図6 TMRの素材
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が得られた。回答件数は少なかったが，繁殖

向上は48件，耐用年数延長は15件の回答が

あった。その他に［食い込みがよくなった］，

［ヘルパーをたのみやすくなった］，［乳質が

安定した］等の意見も寄せられた。

TMRの導入後，少数の牒家が逆効果が

あったとした。もっとも多かったのは［作業

が重くなった］てあり， 13件の!Pl答て‘‘あった。

この原因として， ミキサー， ローダーなどの

省力化のための運搬・調製機械の消入・設匿

が不十分てあることなどが考えられる。

TMRの普及を促進するには，今後禎極的に

これらの機械の導入を推し進めていく必要が

あろう。その他に［乳贔低下］，［投資負担が

重い］，［繁殖率低下］，［飼料ロスが多い］，［飼

料野上昇］，［病気発生］等の阿答があったが，

すべて10件以下てあった。乳凪低下，病気発

生などは乳牛群の栄養要求品と給与品のミス

マッチが主な原因と考えられるのて，給与鼠

を適正化することによりこれらのトラプルは

滅少していくものと思われる。

さらにTMR袢入後，発生した問題につい

て記入式の設問てたずねたところ，多くの回

答が寄せられた。これらの意見および問題の

多くは新たな技術開発により対応すべきもの

というよりも， これまての技術の甚本を励行

することにより，解決可能てあるように思え

る。しかし，［フリーストール方式における個

体管理］および [TMRの適正栄袋濃度の決

定］の問題は［牛群内社会と行動］および［飼

料設計における最適化］の根本的な問題を内

に含んていると考えられることから， これら

の解決によせる試験研究機関への期待は大き

いものと推察される。

一方TMRを利用せずに，分離給与方式て‘

飼養管理している農家は分離給与のメリット

として［個体別管理が容易］てあるとの回答

が103件あり， 1位てあった。その他に［既存

の牛舎構造に合っている］，［混合機等の機械

が不要］，［技術が安定］している等の理由を

L
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図 8 TMRの効果の内容
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図7 TMR導入の効果
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技術安定 混合機械等不要 その他
牛舎構造石f 個体別管理

図9 分離給与のメリット

/' 

技術不安定 混合概械必要 その他
牛合構造と石tしない 個別管理か穀

図10 TMRを利用しない理由
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上げているが，分離給与のデメリ ットとして，

：労力がかかる］が78件あった。 また ［多頭

tへの対応が困難］の回答も36件を数えた。
1 次にTMRを利用しない理由についてたず

hたところ， ［混合機械（の祁入資金）が必要］

が741牛，［牛含構造とマ ッチしない］が73件て‘

和た。さらに ［個別管理が難しい］，［技術

が不安定］等が20件以上あった。その他に ［夏

叫向かない］，［知識がない］，［高齢者には

資金等の負担が重い］等の意見もあった。

a. 牛給食センター

麟したように， TMRミキサーの溝入が

資金難，高齢化等のポ情から困難てあるとい

濯答が多かったが， この問題を解決するた

切具体的な方策として牛給食センター（混

合飼料供給センター）の設箇が考えられる。

この実現性に関してもいくつかの質問を設定

した。

牛給食センターがてきるならば， これにな

Cを期待するかと訊ねたところ，［飼料調製の

勧化］に204件の回答が集まった。さらに ［低

コスト化］に154件， ［省力て‘‘時間のゆとり］

i:150件の回答があった。これらのことから，

鰈家の牛給食センターに寄せる期待は大き

なものがあると推察される。

次に牛給食センターては， TMRの主原料

|を自給飼料，あるいは流通粗飼料のどちらに

するかたずねたところ，［流通飼料主体］に94

件の回答があり，［両者併用］が90件てあった。

［自給飼料主体］ と答えた農家は少なかった

ものの，35件の回答があった。さらにメニュー

I: ついて，統一 とするか個別とするかについ

ても，厠答は大きく 二つに別れ，個別メニュー

と統一メニューがほぱ同数てあった。

o. TMRテータベース

この調査て‘回収された調査表のデータはす

べてロータス1-2-3のスプレッドシートに入

力した。さらに電話による聞き取り等により

修正 し，件数• 平均値などを検討 ・確認した

後に [TMRデータベース］とした。この情報

贔はおおよそ1.7メガバイ トと大最てあるこ

とか ら，すべての情報について詳 しく吟味し，

分析を完 rしたとはいえない状態て‘ある。
従って今後それぞれの地域における分析はそ

れぞれの地域て‘‘進める必要があろう 。 また

TMRに関する情報の収集に直接携わ った

方々は地元あるいは近隣地域の諸データを必

要としていることが予想されるのて', [TMR 

データベース］を構築に関わった関係者内の

共同利用とし，データセットを農林水産省畜

産試験場飼蓑システム研究室が窓日となり，

各都道府県に配送することとした。なお，原

データセットには農家の個人名，住所等が含

まれているが，フ°ライバシー保護のために

[TMRテ‘‘ータベース］てはすべての個人情

報は削除した。

最後となったが，農林水産省畜産局家畜生

産課，都道府県の畜産関係部局，改良普及所，

農業協同組合および酪農を実践している農家

の方々のご協力により， TMRテ‘‘ータベース

のとりまとめがてきたことを深く感謝すると

ともに，今後TMRデータベースが積極的に

活用されることを願っている。
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香川県

全国フランドへ
r讃岐三畜」

泉川康弘 (YASUHIRO IZUMIKA WA) 

香川県農林水産部畜産課

⑩ 畜産技術 1996年10月号

l . はじめに

江戸時代，讃岐の特産品の塩，砂糖，綿は

「讃岐三［］」と呼ばれ，各地て‘珍爾されてき

ました。

並ぶ全国ブランドに飛躍すべく，本県て取り

組んて‘、いる銘柄確立の取組みを紹介します。

も高品質牛肉の生産を目指す

「讃岐牛」

讃岐の和牛は，明治15年頃，全国に先駆け

て，小豆島て‘｀黒毛和種の肥育が始まったのが

端初。京阪神て‘‘「讃岐牛」の愛称て呼ばれる

ようになったのは，大正の始め頃てあります。

その後，県下全域に讃岐牛の肥育が普及して

現在に至っています。

その中て‘，県産和牛の一形の質の向上，銘

柄を確立するために，昭和63年に，県 ・生産

者団体 ・流通関係者により構成される「讃岐

牛銘柄推進協議会」を設立し，生産行と一体

となって，生産と販路拡大に努めております。

「讃岐牛」は，県内て‘‘飼育された血統明確

な黒毛和種のうち， B-4以上に格付けされ

た牛肉てす。現在，県内47戸のモデル農家を

中心に，「讃岐牛」の規格に兄合う高品質牛秘！

の生産に取組んております。

一方，流通面につきましては，「讃岐牛」を

扱う店舗に指定証と指定標を交付し，知名度

ァップを目指しております。現在の指定店1よ

60店舗て‘，県内のはか，愛媛，岡山，広島，

また，束京ては銀座のレストラン (1店）が



罪店になっており，全国に向けて讃岐の味

狐めております。さらに，県内外ての枝肉

鉗 繹会を通して，生産者の技術の研鑽を図る

I 
：き iとともに，各種イベントヘの参加や料理教室

濶催等その将及に努めております。

硫

「讃

］化

［援

ふ香川県の特産鶏「讃岐コーチン」

凋

っゃのある美しい褐色の羽。ふさふさの毛

を持つ長い脚。「讃岐コーチン」は中国原産の

コーチンを索材として昭和59年より育種改良

,: 着手し，交配・選抜．淘汰を繰返し，誕生

した鶏て", コーチンゆずりの歯こ寸こえと， コ

クさらに最近の健康志向にあった低脂肪を売

り物としております。

平成5年度より，生産流通振興事業を実施

し，畜産試験場における種鶏供給体制の整備

引 濯るとともに，実証飼育する牛産モデル農

）が 伐（現在5戸）を設置し，今年度は10万羽の

しる 生産・出荷計画て‘‘す。また，生産される褐色

と

しり

：す。 0芙しい卵にも若Hし，卵用コーチンの開発

，-r : 取り組んております。

一方，平成 5年8月に生産から流通に至る

銘 £ての関係9団体て",「讃岐コーチン将及推進

：産 悠議会」を設tし，本県の特産物としての普
限 及と生産販売の促進に取り組み，現在，限内

体 |外のスーパーや食肉店など100以上の店舗て‘‘

す。 仮売されております。

韮

れ

を

閲
9

・・

，．

tブランド化が急かれる「讃岐黒豚」
豚肉においても地域ブランド化が進み，高

蹂て‘安全，新鮮なものが求められるように

なってきました。本県においてもプランド化

を 喝るうえて‘，高付加価値化はもとより，品

度 甘面と給与飼料の両面から他産地のまねのて‘

は さない独自制を打ち出すべく，平成 6年，英

I, 圃よりバークシャ一種豚を畜産試験場に＃入

が 土しました。早熟，早肥て‘、その肉質はキメ

が細かいうえに，柔らかく，最高級の豚肉が

生産されます。現在， このバークシャ一種の

検定を実施し，その能力向上を図るとともに，

旋豚農家の協力を得ながら，デュロック種宵

との交配を実施し，「讃岐黒豚」の早期開発を

図っております。

加えて，煤林水産省四国農業試験場て開発

された高蛋白，高リジンの高栄投飼料友「サ

ンシュウ」を効果的に給与し，肉質の高品質

化の一陥の促進を図っております。

5 . おわりに

このように，さまざまな取組みを通して，

品品質畜産物の生産・流通に努めております

が，県産畜産物が県内のみならず，全国の食

卓に届くことを願い，牛産者をはじめとし，

関係者が一体となって更なる活動を展開して

参りたいと考えとております。

「讃岐三畜」の活躍に乞うこ期待。

＊
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DIE 
杉浦勝明 (KATSU AKI SUGIURA) 

農林水産省畜産局衛生課

国際獣疫事務局 (OIE)は，家畜衛生に関す

る国際機関。フル・ネームは，仏名オフィス・

アンテルナショナル・デ・ゼヒ°ゾチ (Office

International Des Epizooties)。事務局は，パ

リ。

1 • 設立の経緯

その設立の歴史は，数ある国際機関の中て‘

は古く， 1920年代初頭にさかのばる。 1920年

ベルギーにおいて，パキスタンから輸入した

牛が原因て牛疫が発生した。その後，ョーロッ

パ全体に急速に拡がった。このため，ョーロッ

バにおける牛疫の防疫対策を調整するための

国際機関の設立の機運が高まり， 1924年 1月

28日， ョーロッパ諸国を中心とする28カ国の

代表がパリに集まり， OIE設立のための条約

が締結された。

2. DIEの役割

上記のOIE設立のための条約によれば，

OIEの目的は，①家畜の伝染病の研究・調査の

促進と調整，②家畜の伝染病の発生・防疫に

関する加盟国の情報の収集と提供，③家畜衛

生措置に関する国際取り決めの検討及びその

実施のための方法の加盟国への提供てある。

家畜・畜産物の国際的取引により国境をま

たがって伝播するおそれがあり，一旦侵入す

ると大きな経済的被害を及ばす家畜の疾病と

して，牛疫のほかに，口蹄疫，アフリカ豚コ

レラ，豚コレラ，ニューカッスル病等がある。

OIEはその設立以降，これらの疾病を中心に，

その研究・調査の推進，情報の収集・提供，

動物・畜産物の国際取引に適用すべき基準の

策定を通じ， これらの疾病の撲滅，まん廷!J)

防止に貢献してきた。

昨年 1月世界貿易機構 (WTO)の設立只

もに「衛生植物検疫措置の適用に関する協定

~ (SPS協定）」が発効し， WTO加盟国は，雁

則として自国の検疫措岡を国際基準に基づか

せなければならなくなった。OIEは， IPPC(国

際植物貿易条約）及びFAO/WHO/CODEX

（食品衛生規格） とともに，国際基準を策定

する国際機関として， SPS協定により位置づ

けられ， この分野におけるOIEの役割はます

ます増大している。

3 . 組織機構

OIEの組織は，最高の意志決定機関として

毎年一回加盟国の常任代表が集まって開催さ

れる年次総会（国際委員会）の下に，国際委

員会ての勧告に基づいて技術的な作業を行う t 
専門委員会と世界を 5地域に分け地域別の活

動を行う地域委員会がある。現在，加盟国敷

は143カ国だ。

4 . 我か国との関係

我が国は， 1930年（昭和 5年） 1月28BI: 

加盟。日本の常任代表は，歴代畜産局衛生謀

長が務め（現在の常任代表は，青沼明徳衛生

課長）， 1949年（昭和24年）以降毎年総会に幽

席している。
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れぱ， Ill投価格も卜外すると考え

られる。

96/97年度における泄界のトウ

モロコシの貿易址は，前年度の水

準より，わずかに滅少すると兄込

まれる。

中国は．かつては・lit界第 2位の

輸出国てあったが. 96/97年度て`

一
世界のトウモロコシ貿易

は， 150万トンも輸人が輸出を[-・

阿っている。

南アフリカとアルゼンチンによ

る輸出欣の増加は， j-frj際価格の水

準に微妙に影評を及ばすとみられ

るものの，堅調な湘要に支えられ，

米国からの輸出にはほとんど影態

しないとみられる。

!!t 

輪出
1992/93 
(10~9月）

1993/94 
(10月~9月）

1994/95 
(10~9月）

1995/96 
(10~9月）

1996/97 
(10~7.12) 

9

3

2
ー

0
8
9
1
3
6
9

7

2

2

9

4

8

5

6

1

 

7

6

2

1

2

3

4

7

2

 

‘

’

、

、

、

'

,

4

2

1

1

0

ー

2

1

2

4

6

 

0
6
8
1
6
8
0
5
4
8
2
 

3

9

1

0

8

5

6

5

4

0

 

2

7

0

7

3

2

1

4

 

≫
 
4

1

3

1

2

3

3

6

 

_

2

3

5

 

6、046
l、413
370 
47 
2、525
160 
250 
1,636 
12、447
58,645 
71,092 

5,400 
500 
500 
750 
1,250 
100 
250 
2、735
II、485
55、500
66、985

6,500 
500 
750 
500 
2,500 
50 
200 
2、295
13,295 
53,000 
66,295 

輸入

アリェ
ル
ア

ジ
ジ
シ
ダ

・フ

6
 ... -'`• て

さ
し

催

ア

ラ

シ

ル

カ

ト

マ

ネ

エ

・
ー
プ
・
ア
ド
ン
う

,
、
ジ
ア
ン
う
ス
＊

•.. 

、,

1

!

1

,
 

委

う

活

敦

屈
．
行
い
の
ー
'oo

Bl: 
・,:: ジア

心

鑓 ズ^ペキタン
ネズエラ

衡生 ンパプエ

欧西9
a
I
t
 

山
山-― 

1,251 I、326
I 170 l、134
520 100 
I, 190 585 
395 439 
0 0 
429 939 
313 376 
654 658 
I, 742 2, 135 
163 143 
357 962 
I, 160 503 
626 290 
16,760 16,165 
295 378 
383 258 
6、544 5,696 
1,957 1,977 
396 1,691 
582 750 

゜1,041 153 
4,268 2,760 
844 1,073 
2, I 02 30 
5,629 5,316 
80 8 
315 275 
159 9 
200 150 
1、126 945 
1,300 0 
1、611 2、615
218 209 
166 519 
55,946 50,568 
5,148 4,514 
I, 125 I、320
62,219 56,402 

洟：USDA : FAS "Grain : World Markets and Trade• I 996. 7 

lンピア

lスタリカ

の地

0
5
0
8
1
7
2
9
4
0
7
8
2
3
1
6
0
3
0
6
7
8
5
8
3
4
8
2
4
5
 0

0

 5
0
9
5
5
5
2
2
 

0
3
5
0
5
8
7
0
8
 0

0

 3
9
7
8
6
2
2
0
6
7
3
8
1
3
2
8
2
2
2
2
7
2
0
4
4
0
6
2
9
 

0
4
1
5
2
0
4
6
6
2
7
0
6
4
3
1
2
4
ー

9

1

1

2

9

4

2

2

2

5

1

4

2

2

9

4

7

0

9

9

9

9

 

・

1

1

1

4

1

2

1

1

6

8

2

3

6

1

3

2

4

3

_

 

1

6

7
 

600 
750 
70 
500 
550 
2,000 
I ,000 
350 
650 
2、750
170 
2,000 
700 
625 
16,250 
400 
100 
9、000
2、300
5,500 
800 
400 
300 
100 
1,000 
500 
6,000 
500 
250 
800 
150 
I, 100 
202 
2,700 
210 
385 
61,662 
3、721
1,602 
66,985 

0

0

 0
0
0
0
 0
0
5
0
5
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 5
0
5
5
5
5
 

0

0

5

 0
0
0
0
0
 7

5

7

 0

0

0

 5
 0

0

 5
 0

0

 5

5

 0

0

0

 
0
0
0
0
 5

0

5

2

5

2

9

7

9

 

9

0

4

6

 
0

0

 4
6
8
1
1
8
5
2
4
1
7
6
5
9
7
2
1
1
0
4
3
4
1
2
2
2
2
3
7
ー

2

9

9

9

 

2

2

1

2

2

6

8

2

3

1

6

1

2

0

3

2

6

 

1

6

6
 

畜産技術 1996年10月号 . 



農村物価指数
（平成7年度，平成？年度基準）

1 平成 7年炭の製村物価指数の が猛衿により出荷址が減少した した。

総合('杓成 2年度を100とする） こと雰により 14.2%」→'.ti-したこ 畜産用動物の上昇は，町牛

は95.7となり，前年度に比べて とに加え，＋畜，成畜等の価格 等の生産頭数の滅少に加え， 1l

4.2%低 Fし，屈業牛産査材価格 が上昇したことによる。ここ数 成牛頭て｀前年の猛衿による分挽

指数の総合は100.1と前年度に 年の傾向てみると，生乳をのぞ の遅れ等のため出荷頭数が滅少

比べて0.4%低下した。 き人・輻な低下傾向が続いていた したことによる。

2 股産物価格指数の低下は，畜 が，閉卵の他，昨年は肉畜， f・ 釦ず科イ画1各については， 7年に

産物 (2.7%), _[芸作物 (8.6%) 俗，成畜ても上昇した。 おける米国の飼料穀物の人藉な

等は上昇したものの，米（△7.8 3 混業生産価格指数は，畜産川 減産等を契機として年度後半よ

%), 野菜（△5.6%)等が低下 動物 (5.0%)等は J--.昇したもの り上昇が続いたものの， 7年疫

したことによる。 の，光熱動力 (4.0%)等が低ト・ 全体ては前年度を0.4%下何っ

岳産物価格指数の上昇は，麹卵 したことにより，わずかに低ド ↑ ~> o 

農村物価指数

(1)農産物 平成 2年度=100 (2)農業生産資材 平成 2年度=100

類別 ウエイト 平3
年度
4 6 

7 絹↑年度鷹江冷
7 類別 ウエイト 3 6 

t.''!11! 
1 1 

晨産物（総合） 10,000 104.4 98.1 104.9 99.6 95. 7 △ 4.2 農業生産資材（総合） 10,000 101.3 101.4 101 I IOD.5 100.1 △ 0.4 
米 2,756 102.3 105.0 113.5 104.0 95.9 △ 7 .8 種苗及び苗木 428 103.6 107.0 110.4 113.5 114.5 
野菜 2,489 105.6 91.1 112.3 100.5 94.9 t,.5.6 畜産用動物 509 95. 7 89. 3 77 7 74 I 77 8 5.0 

畜産物 2,359 97 9 91.6 86.4 85.2 87.5 2. 7 初生びな（卵用外国系） 54 100.S IOD.2 99.4 99.3 99.0 △ 0.3 

鶏卵 315 90.0 65.4 64.7 67.6 77.2 14.2 II (肉用専用種） 48 99 8 98.5 97.0 95.0 93.7 f1・，l
生乳 846 100.5 IOD.9 98.8 97.2 96 6 △ 0 6 中びな（卵用外国系） 10 99.6 99.2 98. 7 99.1 100.1 ,.0 

肉畜 947 101.0 95.8 88.0 85.7 87.3 1.9 子豚（肉用） 26 105.8 106.5 88.9 86.6 90 5 4.5 

肉用牛（去勢肥育和牛） 274 99.9 93.0 87.5 84 0 83.9 △ 0.1 ／／（繁通用めす） 16 108.9 110.8 99.9 96.4 100 8 lヽ

II (めす肥育和牛） 65 98.0 92.6 85.1 81.1 81.3 0.2 乳用牛子牛 11 80.2 64.4 52.1 46.2 50.8 10.0 
// (乳月おす肥育牛） 103 87.1 79.5 74.5 69.6 57.0 △ 3. 7 乳用牛成牛 53 89.3 80.6 69.5 65.4 74.9 14 5 
// (乳用牛） 27 78.0 59.6 47.6 41.1 41.9 I. 9 肉用牛子牛（繁殖用） 51 97 7 89.1 74.3 69 9 75.6 8.1 

肉豚 358 109.5 104 9 93.0 92.6 98.9 6.8 ” （去勢） 136 98 3 89 2 73.8 70.8 77 0 88 

プロイラー 118 96.7 99.0 97.5 96.7 92.8 △ 4.0 II （乳用おす） 15 76.9 60. 7 51.4 42.0 41.7 △ 01 

養鶏 4 106.8 81 .3 58.9 45.0 44.3 △ 1.6 肉用牛成牛（繁殖用） 29 96.4 90.2 76.5 70 0 72.3 33 

子畜 195 87.4 76.8 66.2 64.9 70.3 8.3 ” （肥育用めす）
60 85.6 76.9 60.2 52. 7 53.1 01 

乳子牛（めす） 21 73.4 55.5 43.1 37.0 45.0 21.6 肥科 1,050 103.4 104.4 103 5 102 6 101.6 Al.0 
II （おす） 48 58.3 44.2 48.6 45.6 44.9 63.6 銅科 1,919 98.3 96.9 93.8 91.0 90.6 △ 0.4 
和子牛（めす） 47 97.2 85.2 68.2 67.5 76.5 13.3 大麦 147 100 O 99.9 94.7 90.8 88.5 t:,1.5 
II （おす） 40 98.8 87 2 72 9 72.1 78.0 8.2 ふすま 36 100.1 102.4 96.5 92 7 88.5 t.4.5 
子豚 39 107.3 108.1 90.9 91.9 99.6 8.4 大豆油かす 35 98.1 97.7 94.4 88.9 89.7 0.1 
成畜 56 88.3 80.0 66.6 64.6 73.4 13.6 ピートパルプ 117 99.0 97.7 92 I 86.0 89.6 4.1 

乳用成牛 38 84.5 75.8 64.2 63.1 73.9 17.1 とうもろこし 49 99.6 96 2 92.2 90,3 94.3 4、I

肉用成牛 18 96.2 89.0 71.8 67.9 72,2 6.3 
配合飼糾 1,535 98.0 96.4 93 8 91.4 90 9 t;OS 

育すう用（後期） 38 98.0 95.9 93 2 89.9 89 1 ao.s 
成鶏用 325 98.1 97.0 93.9 91.4 90 4 Al.I 

プロイラー用（後期） 168 98.4 97.8 95.9 92.3 90.7 6 .l 

幼豚育成用 123 98.1 95.8 93.2 90.6 90.5 △0 

若豚肥育用 323 97.9 96.3 93.5 90.9 90.1 /!.O.! 

乳牛厨育用 393 97.7 95.7 93.2 91.5 9i.J 01 

肉牛肥育用 165 97 .9 96. 7 94.2 92.4 92.3~ 
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会員だより

蹟県畜産技術協会

輯県の畜産

本県の農業粗生産額は4,169億円（平成 6年

t)て全国5位，うち畜産は449億円（牒業粗

撞額に占める畜産の割合11%) となってお

り，米を甚幹とする県農業の中ても重要な地

t 位を占めています。

~ 
： 県内て生産された畜産物は，県内消骰に向

,tられるほか，牛肉，豚肉及び鶏卵は首都圏

帥心として広く県外に出荷され，畜産物生

辣と位罰付けられています。

今後とも県晨業の重要部門として，生産性

） ，）向上や経裳管理の合理化等による畜産経営

~ 

濃全な発展を図り，畜産物の術給動向への

輝な対応に努めるとともに， iiり費者ニーズ

,: 対応した生産振興や畜産環境保全を図るこ

とが必要てあると考えております。

このため，①低コスト畜産の推進 ②高品

籍産物生産の推進 ③経営体質の強化と生

国境の整備 ④価格安定と流通販売対策を

脱した総合的な施策を実施し，高品質畜産

吐産体制の確立を図るよう努めております。

輯県畜産技術協会の概要

翡協会は，畜産技術者等畜産関係者相互の

睛交流等を図り， もって畜産振典に寄与す

にとを目的として平成 2年10月に発足しま

しt・

紐，会員は県職員を中心に，国の研究機

諜員および県の関係団体の職員の方々等，

蘭名の畜産技術者が名を連ねています。

近年ては，地域畜産技術活性化特別対策事

［の活用により本会活動の強化充実を通じ，

― -
畜産技術等の将及による喝県畜産の振興を

図っているところてあります。

平成 7年度は，畜産技術協会会員をはじめ

畜産農家，市町村及び裳協職員の方々等，約

120人の参加により，畜産の排水処理に関する

技術研修会を開催しました。

今後も，地域畜産技術活性化特別対策事業

等を，畜産技術布の普及・啓蒙を図りながら，

当県の畜産振興に寄与するように活用すると

ともに，県職員のみならず広く畜産技術者等

に参加を呼びかけることにより，会員の拡充

にも努めてまいりたいと考えております。

（畜産課河野昭信）

畜産物の生産状況 （平成 6年）

区分 生産量 粗生産額

生 乳 93,328トン 11,629百万円

牛 肉 6、834 4、771

豚 肉 34,340 13、732

鶏 卵 63,815 9、341

鶉 肉 15,996 5、394

その他 54 

畜産物計 44,921 

資料：農林水産統計

家畜飼養戸数及ぴ飼養頭羽数 （平成 8年2月1日）

区分 戸数 頭羽数

乳用牛 580戸 16,200頭

肉用牛 850 20,900頭

豚 360 216,900頭

採卵鶏 110 4,263千羽

プロイラー 22 1,001千羽

注 I. 採卵賤戸数は300羽以上の戸数

2. 採卵鵠、プロイラー羽数は、種鶏を除く羽数

3. プロイラーは、平成 7年2月 1日現在

資料：農林水産統計

畜産技術 1996年10月号 . 
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社団法人 全国和牛登録協会

全,,拝II牛登録協会は，禾ll牛繁殖牒‘求を会員

（平成 7年度，約13.1ガ名） とする公益法人

てあります。

本会は昭和23年3月発足以米，登録を）＆礎

として禾[I牛改良に一貫して取り糾んてきてい

ます。会員に発行する登録・登叫証明曹には，

和牛の経済形質について証明てきる内容にな

るよう努めることを念頭に登録＇ド業を推進し

ています。

産肉形質に関する「育種価」評価

事業の普及利用について

本会は‘ド成元年に産肉能）Jに関する「育種

価」評価に;i"(手，平成 3年度より本格的に推

進しています。この巾業は，禾IJ牛の特質てあ

る肉質を初めとした産肉能力をさらに向上・

斉ー化を図るため，枝肉梢報を収集し，収集

されたこのデータと本会の血統梢報を利川し

て，「育秤価」（迫伝的能力）を祁出します。

H本の和牛繁殖牛はほとんどが登録牛てあ

り， したがってはとんどの繁殖牛が血統梢報

を有しています。他Ji,外国ては各品種の純

粋種の一部が登録されていますが，大部分の

「肥育もと牛」を牛産する繁殖牛は雑種の雌

てあったり，ほとんどが血統梢報を打してい

ません。以前に，「和牛は肥育もと牛用の繁殖

牛まて登録する必要があるか？」という慈兄

もありましたが，「育種価」評価時代に突人し

た現在， この血統情報と産肉惜報とを駆使し

て，種雄牛はもちろん繁殖牛の産肉能力の「育

種価」が推定てきる体制になりました。

収集された枝肉情報は表現型てあり， その

梢報は図に示す通りてす。

そこて，本会の血統情報と枝肉梢報とを利

用してコンピュータ解析処理して，環境効果

を取り除くと，育種価（迫伝的能力）が互出さ

れます。この育種価を用いて産肉能力て｀改良

しようとする形質（推定される形質は，枝肉重

：」し、ロース芯1fli.f!'i.バラの］＇｝：さ皮 F脂肪17.,

枝肉歩僻脂）jfj交雑），たとえぱ脂肪交雑てぁ

れば，脂肪交雑の有種価を用いて，指定交杞

保留・種雄’卜選抜をすれば，従来の手法（外貌

や血統を中心とした選抜）より飛趾！的に，;;jい

確：祁て優良牛が得られるようになります。

本年 6)j視化 この・h業に取り系llんている
のが禾II'!繁殖牛のイiする大部分の逍府県とな

る34逍府県で収集されたデータは21.8/jj牛

に逹し， このデータ解析により，視在訴躍し

ている繋殖雌牛のうち，約17Jj頭の有枡価が

判明しています。また両親の育種が判明して

いれば，そのPlfについても育種価が籾廿'i(期
待育種価）することがてきます。この期特h

種価を利川しての秤雄'f-選抜が本格化し，昨

年度から間接検定の終 rする段階まて進んて
いるところもあります。

本会は， この有種価評価事業にキ化卜をかけ

るため，第 7ful令国和牛能力共進会（蔽終審

杏： H9. 9 .11 -15, 於・宕手県）のテーマも「有

種価とファイトて‘仲ばす和牛生産」として，

この流れをさらに拡大し定許させることを

狙っています。禾II牛の国際化に伴う改良戦争

時代となった今， ti!牛の紫殖煤家・肥ttn家
がおlI~ いに協力し，情報を相li.利用する時代

になりました。本会は今後も，有種価評価事文

に全力を傾注する所{+-c・すのて‘，震家の方は
もちろん，関係団体のご協力とこ、硲配をお顛

し、し、たします。

(,'~ 務局長 米介俊文）
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雑感 ヽ
昨今の畜産技術の進炭にはElをみはるもの がやたら目につく昨今てある。各省庁におい
がある。これら新技術の研究開発やその生産 ても，それぞれのホームページの開設と，省

鴨ての実用化に関して， こ点はど気になる 庁間をつなくベネットワークの設悶等が矢継ぎ

点を申し述べたい。 年＾に行われており， まさに早い者勝ちの様相

第一点は，それらが実用化された後に，生 を里している。

産者そして消枝名のUに，畜産物がどのよう こと，畜産分野に限っていえば，「畜産情報

に映るてあろうか， また第二点は， それらの ネットワーク (LIN)」が開設され，関係団体

新技術等の荘入が，コスト的にどういう問題 の連携・協力により，一つのまとまりのある

をもたらすのかという点てある。 ホームページを開設し，畜産関係者への情報

祖種によっても異なろうが，国際化が進展 提供が開始されている。

し，良家戸数が滅少する中て，畜産物の差別 畜産の現場ては，生産者の滅少により，今

匹，新鮮，安全性と共に，多様性（地域特 後は，一人一人の生産者の頻が見える状況と

産品などの例）が大きなキーワードとなって なりつつある。また，選り抜かれた（牛き残

いる。商品の画ー化，斉ー化という見地ては， る）生産者は，規模も大きく，効率化・合理

より工業製品的かつ弔純て手間のかからぬ商 化を達成した人々の集まりとなりつつある。

品の開発は結構なことてあるが， これを消野 そうした，自立的生産者の経常判断に役寸＾つ

者からみた場合は，いかにも「上（草？）の 情報としては， まさに多様化， r,;j度化した，

匂いのしない」一ーとの感の否めないr財品の 個別対応型のものが求められる時代となって
登場ということになりはしないだろうか。 いる。したがって情報を提供する側は， その

一方，新技術を取り入れることにおいて， 時々に必要な，より幅広い分野の情報を，的

生産者にとっては，楽がてきたり， .f;j品質の 確に提供するよう努めることが重要てある。

硫物が生産てきるに越したことはないが， また，双方向対話方式が情報提供の主流とな

コスト低滅が平」：命令となっている昨今， ど りつつあることから，先進的経営者に相手に

0程度の投査が必要て‘，その回収率がどうか されなくならないよう，よはどしっかりとし

を併せて明示する必要があるのてはなかろう た体制を敷いておく必要があろう。

か。要は，研究のためにする開発てなく，現 畜産をとりまく蔽しい環境の折柄， LI夜，

楊ニーズに密行した技術研究と，時代にマッ 畜産の研究• 発展に努力されている方々に大
チした実用化が図られることが肝要てある。 変失礼なことを中し上げたかも知れないが，

話は変わるが，枇はまさに情報化時代ーイ 50オ半ばを超え， 30年以上も刀を鞘に収めた

ンターネット時代といって過口てはあるまい。まま， もはや錯びて抜けない刀をどうすれば

顧，雑誌を見れば、毎l:Jのように， どこか よいかを悩みだした老Vet.のタワコ‘‘卜と聞
紐ームページ開設の話題が提供され，その き流して項きたいと思う。

戟コードてあるhttp: / WWW, ……の文字 （槌の子）
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中央だより

r社団法人 日本草地畜産協会の

設立について」

1 はじめに

去る， 8月8日，社団法人日本

草地協会（以下，旧草地協会）は

任意法人として活動を続けてきた

山地酪農協会（以下，旧山地酪農

協会）と統合・合併し，名称を「社

団法人日本草地畜産協会」と改め

るとともに，新たな業務体制を整

備し，再スタートを切りました

当日は，新協会の発足総会が開催

された後，畜産関係者多数の出席

を得て，記念の懇親会が開催され

ました。両協会の合併により，草

地・自給飼料基盤に根ざした大家

畜生産の振興にはずみがつくこと

が期待されています。以下，合併

に至った背景目的，新協会の業

務内容等について簡単に紹介しま

す。

2 合併の背景と目的

繰り返すまでもなく我が国の大

家畜畜産をめぐる情勢は厳しさを

増しており，特に，最近の穀物需

給のひっ迫傾向による輸入飼料価

格の高騰により， 自給飼料生産の

拡大と生産コストの低減が強く求

められています

さらに，畜産環境問題が深刻化

する中で，今までにも増して農地

への還元を基本とした家畜ふん尿

の適切な処理が重要となっていま

す。

一方では，資源の集中的な投入

による高収入を求める畜産ではな

く，地域の土地資源を活用した低

投入持続型畜産を模索する動きが

. い産技術 1996年10月号

高まっており，草地に基盤を置い

た放牧の積極的な活用がこれから

の畜産のひとつの方向として脚光

を浴びつつあります。

このような最近の情勢を背景に．

草地・自給飼料基盤に根ざした大

家畜生産の振興のためには， 自給

飼料の生産と家畜を通じた利用ま

でを広く視野に置く必要があり，

ここに両協会が一体となって事業

に取り組むことの必要性と合理性

が生まれました。

両協会は． ともに草地・自給飼

料基盤に関する事業を行ってきた

団体ではありますが， どちらかと

いえば旧草地協会は草地の開発整

備粗飼料の生産・流通• 利用な

どといった自給飼料を作ることに，

旧山地酪農協会はその名が示すと

おり山地傾斜地を中心とした放牧

酪農の推進といった自給飼料の活

用に．それぞれ活動の重点を置い

てきた経緯があります。

そこで， 自給飼料生産と家畜を

通じた活用までを草地畜産振興対

策として一体的にとらえ，総合的

に展開するためには，両協会が一

体となって専門的な知見を持ち寄

り，広範な振興対策の実施につと

めることが必要との機運が盛り上

がりました

3 新協会の概要等

両協会の合併は，具体的には旧

草地協会の定款変更によって，協

会の名称の変更新たな事業内容

の追加，会員，役員等に関する取

り扱いの変更等が行われました。

(1) 名称の変更

前述のような合併の目的から，

--
協会の名称を社団法人日本草地畜

産協会に変更しました。

2) 事業の変更

業内容に， 山地畜産に関する

調査研究，情報の収集及び提供，

山地畜産の技術及び経営の推進，

指導を追加しました また，これ

までも旧草地協会が事業として取

り組んできた事項ではありますが，

今後ますますその重要性が増すも

のと見込まれる，家畜ふん尿の晨

地還元を基本とした畜産環境問題

の改善に関する事業，草地に虹且

した畜産の有する環境・景観保全

機能等多面的機能の増進に間する

事業を追加しました

このような事業内容の変更に伴

い，新協会の目的についても「放

牧の振興」を明記することとし，

草だけでなく家畜までを視野に入

れた「草地及び粗飼料に立脚した

畜産の振興」を新協会の目的とし

て明確化し．全体を再整理しまし

た。

(3) 会員資格の変更 遭

旧草地協会は都道府県の草地協

会等を会員として組綴されていま

したが，新たに、旧山地酪農協会

の会員を都道府県又はプロック単

位で再編成して結成されたプロッ り

クの山地酪農振興協議会等を会員

に加えることとしました。また，

旧草地協会では，賛助会員とされ

てきた畜産関係の中央団体につい

ても正会員として加盟することが

できるようになりました。

畜産局自給飼料課

課長補佐岩波道生

（草地開発計画調整班担当）
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酬乳システム実用化推進事業

吠蒻会

§産技術協会主催の本年度標記

-g会を下記により開催する予定

くす

記

る：時： 11月14日（木）

午後 I~5 : 30 

i所： 全国家電会館（東京 ・湯島）

れ

取 —•

が， 地方だより
も、--
：圧町

ンター（宇都宮市鶴田町，

装蹄競技大会）

ホウライ牧場 （那須郡西

那須野町千本松，牛削蹄

競技大会）

脚

全

る

全国装蹄・牛削蹄競技大会

佃日本装蹄師会主催の第49回全

国装蹄競技大会及ぴ第39回全国牛

削蹄競技大会が下記により開催さ

れる。

記

日時 ：10月21日（月） ・22日（火）

（両競技大会ともに）

場 所：日本装蹄師会装蹄教育セ

鵡 豚「フクシマL」の維持施設

IJ)完成

福島県は，平成 2年度に造成完

伴 ""たランドレース種系統豚「フ

放 ツマL」を基瑛とした 3元交配

、よ る高品質の豚肉を生産し，

入 って養豚農家の経営安定を推進

tこ ＂てい る。

し このため，「フクシマL」を長期

し 度IJ衛生的かつ省力的に，更に

：安定的に供給するための飼養管

理箆設等の整備を平成 3年度か

協,¥5年間をかけ県畜産試験場に進
ま I., 平成7年度をもって整備を完

会 ’したところである。

単 主な施設としては， 自動給餌機

ツ 入自動集糞装置を備えた種豚舎，

員 屯・子豚舎，育成豚舎をそれぞ

棟，浄化槽，枝肉解体調査棟，

れ 〖匁焼却棟等，管理用の備品とし
し' 7:t精液処理や一般飼養管理等に

が i要とされるものが整備された。

今後，これらの施設を有効に活

丸， 高能力の「フクシマL」を広

生 ＇む内養豚農家に供給することに

!) : り，ウルグアイ ・ラウンド農業

合意等の厳しい養豚環境に打ち勝

つ本県養豚生産基盤を更に強化し

てゆく計画である。

（畜産課紺野廣重）

“ 栃木県畜産試験場に「豚人工授

精技術研修施設」が完成し．技

術研修会がスタート

栃木県は， UR対策の一環とし

て，畜産試験場に豚人工授精技術

研修施設を建設し，一般養豚農家

を対象に技術研脩会を開催してい

ます。

近年， UR農業合意等国際化が進

展するなかで，国産豚肉生産の低

コスト化が重要となっています。

本研修会は，一般養豚農家がAl技

術を修得し実践することにより，

種雄豚の削減，イ憂良種雄豚の効率

利用，交配作業の省力化等による

生産コストの低減と同時に感染症

の予防対策の一助として，養豚経

営に役立たせてもらうことをねら

いとしております。畜試研究員が

講師となり，年 2回実践的技術習

得を中心に 1週間のカリキュラム

を組み実施しており，未熟者には

補足研修を随時行うことにしてい

ます。第 1回研修会は， 5月31日

に21名の養豚農家及び後継者等が

参加し開催されました。

（畜産課塚原均）

宣
アルファルフアタコゾウムシに

関する現地研修会を開催

奈良県養蜂農業組合では，平成

8年 5月9日に西日本でレンゲに

大きな被害を出している「アル

ファルファタコゾウムシ」に関す

る研修会を開催した。

研修会には 10名が参加し，奈良

県病害虫防除所の西野主任研究員

の指導で，被害のでたレンゲ畑を

観察。幼虫の見分け方，捕獲法に

ついて体験し，アルファルファタ

コゾウムシの生態，防除法につい

て勉強した。

研修会の後，各組合員が地元の

レンゲ畑やクローパを調査したと

ころ，県内全域及び京都府南部で

発生していることが確認された。

（奈良県南和家畜保健衛生所

小城俊雄）
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フロクラムフリーザーET-lN
●高性能と使い易さで多くのユーザーから信頼を受けたET-1
が小型，卓上型になりました。

●温度プログラムは7パターン設定可。

• ET-lN専用の植氷・凍結用ラック標準装備。
• ポーズ機能，その他各種機能付。

-

植氷・凍結用 よこ置き ・たて置き両用

専用ラ ック I ステンレススチール製
0 .2Sm£ ストロー管X20本

外寸法 I454X650X 44Qmm(W •D•H) 

消贄電力 I .SkVA 

電

一重

源 IAC I DOV 50/60Hz 
量 約45k'1

コンセント I 15A用コンセント仕様

FHI百芸;;,誓歪;!;雰喜？芸




